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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,215 98.8%

一　般 ― 101.2%
宅配便（千個） 333,511 102.8%

輸送統計
平成30年8月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
113

（−10）
84

（−8）
197

（−18）

交通事故死者数（人）
10月31日現在 11月13日現在

2,796
（−145）

2,943
（−157）

全国の死亡
事故件数

2,732
（−152）

平成30年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

11/15〜12/14  6728
12/15〜H31.1/14  1833

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・��「健康職場づくり」事業者訪問
　　中島運輸機工㈱（島根県）

6・7
《冬期における安全運行特集》
・�「想像をはるかに超える

『豪雪』で被災」
春江貨物㈱（福井県）

・�雪道走行の心得と対策

同社は今年２月の大雪により、
トラック運送に大きな影響を受けた

4・5
＜輸送効率化特集＞
［特別寄稿］
  ㈱日通総合研究所 大島弘明氏

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
表
で
示
し
た
と
お
り
︑

平
成
31
年
度
税
制
改
正
・
予

算
に
関
す
る
要
望
項
目
を
取

り
ま
と
め
︑
自
民
党
や
公
明

党
な
ど
与
党
国
会
議
員
等
に

対
し
て
要
望
活
動
を
展
開
し

て
い
る
︒

　

平
成
２
年
の
規
制
緩
和
以

降
︑
事
業
者
数
の
増
加
に
伴

う
過
当
競
争
に
よ
っ
て
適
正

運
賃
の
収
受
が
困
難
な
状
況

が
あ
る
こ
と
︑
ま
た
昨
今
で

は
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
は
他
産
業
に

比
べ
て
﹁
長
時
間
労
働
・
低

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
９
日
︑
自
由
民
主
党
の

﹁
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る

政
策
懇
談
会
（
運
送
・
自
動

車
関
係
）﹂
に
出
席
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
小

賃
金
﹂
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
︒
こ
う
し
た
中
︑
全
ト
協

で
は
30
年
３
月
︑
長
時
間
労

働
の
抑
制
に
向
け
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革

実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
﹂
を
策
定
︒
労
働
生

産
性
の
向
上
や
多
様
な
人
材

の
確
保
・
育
成
等
に
係
る
諸

施
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒

　

31
年
度
要
望
内
容
に
お
い

て
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
働

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
10
月
31
日

に
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
（
北

側
一
雄
会
長
）
に
対
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
か
ら
の
最
重
要
要
望
事
項
に
関
す
る

説
明
を
行
っ
た
（
11
月
１
日
号
に
て
既
報
）

の
を
皮
切
り
に
、
11
月
９
日
に
は
自
由
民
主

党「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会

（
運
送
・
自
動
車
関
係
）」
に
お
い
て
要
望

説
明
を
実
施
す
る
な
ど
、
要
望
活
動
を
活

発
化
さ
せ
て
い
る
（
詳
細
別
項
）。

　

全
ト
協
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取

り
巻
く
諸
課
題
を
解
決
さ
せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
を
実
現
す
る
た
め
に
、

今
後
も
平
成
31
年
税
制
改
正
・
予
算
等
の

論
議
が
活
発
化
す
る
の
に
合
わ
せ
て
精
力
的

に
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

き
方
改
革
﹂
実
現
の
た
め
の

諸
対
策
に
係
る
補
助
・
助
成

の
拡
充
を
図
る
ほ
か
︑
道
路

の
積
極
的
な
活
用
に
向
け
た

諸
施
策
の
実
現
を
目
指
す
内

容
を
盛
り
込
む
な
ど
︑
運
送

事
業
者
の
経
営
環
境
を
改
善

し
︑
ひ
い
て
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
に
結
び
付

け
て
い
く
た
め
の
様
々
な
内

容
を
盛
り
込
ん
で
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
要
望
実
現

を
通
じ
て
︑
取
引
環
境
の
改

善
と
長
時
間
労
働
の
抑
制
︑

生
産
性
の
向
上
な
ど
︑
業
界

を
取
り
巻
く
諸
課
題
を
解
決

さ
せ
る
と
と
も
に
︑
業
界
の

け
ん
引
役
と
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
を
積
極

的
に
推
し
進
め
て
い
く
︒

幡
鋹
伸
副
会
長
が
説
明
を
行

っ
た
︒

　

自
民
党
か
ら
は
︑
工
藤
彰

三
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
や

伊
藤
忠
彦
自
民
党
国
土
交
通

部
会
長
を
筆
頭
に
多
数
の
国

会
議
員
が
出
席
︒
運
送
・
自

動
車
関
係
団
体
13
団
体
が
参

加
し
た
︒

要
望
活
動
を
精
力
的
に
展
開

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
に
全
力
挙
げ
る

　

伊
藤
国
交
部
会
長
は
冒
頭
︑

﹁
今
日
こ
の
場
で
各
業
界
の

現
状
を
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
︑
税
制
調
査
会
の
場
に
お

い
て
皆
様
方
の
声
に
基
づ
い

た
説
得
力
あ
る
説
明
を
し
て

ま
い
り
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た
︒

　

小
幡
副
会
長
は
参
加
13
団

体
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て

要
望
を
実
施
︒
ま
ず
︑
高
速

道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度

割
引
最
大
50
％
措
置
に
つ
い

て
︑
働
き
方
改
革
を
実
現
す

る
に
は
︑
高
速
道
路
の
利
用

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

来
年
度
以
降
も
同
措
置
の
継

続
・
恒
久
化
を
求
め
た
︒

　

続
い
て
︑
重
要
物
流
道
路

の
早
期
指
定
や
重
点
整
備
︑

特
殊
車
両
通
行
許
可
の
迅
速

化
等
の
﹁
道
路
の
積
極
的
な

利
用
に
向
け
た
諸
施
策
の
実

現
﹂
や
︑﹁
自
動
車
関
係
諸

税
の
軽
減
﹂︑
来
年
３
月
末

で
適
用
期
限
を
迎
え
る
︑
車

両
総
重
量
３
・
５
㌧
以
上
の

ト
ラ
ッ
ク
も
適
用
対
象
と
な

る
﹁
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
﹂の
延
長
な
ど
を
訴
え
た
︒

　

最
後
に
︑
今
年
３
月
に
全

ト
協
が
作
成
し
た
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革

実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
﹂
に
つ
い
て
触
れ
な

が
ら
︑
働
き
方
改
革
の
実
現

に
向
け
た
総
合
的
な
対
策
の

推
進
を
求
め
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
﹃
国
民
生
活

と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹄

と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果

た
し
て
い
く
た
め
︑
本
日
の

要
望
内
容
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
﹂
と
力
強

く
述
べ
た
︒

　

要
望
後
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
で
は
︑
出
席
議
員
か
ら

﹁
働
き
方
改
革
実
現
の
た
め

に
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
関
す
る

優
遇
措
置
は
ぜ
ひ
続
け
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
﹂
な

ど
の
声
が
上
が
り
︑
会
の
最

後
に
は
︑
伊
藤
国
交
部
会
長

が
﹁
各
団
体
・
出
席
議
員
か

ら
た
い
へ
ん
大
事
な
ご
提
言

を
い
た
だ
い
た
︒
皆
様
方
の

お
気
持
ち
を
税
制
に
ぶ
つ
け

て
ま
い
り
た
い
﹂
と
決
意
表

明
を
行
っ
た
︒

全ト協

星
野
前
会
長
に
旭
日
重
光
章

　

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
11
月
３
日
付
で
発
表
さ

れ
た
︒

　

受
章
者
の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
は
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
前

会
長
の
星
野
良
三

氏
が
旭
日
重
光

章
を
受
章
︒
岩

手
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
前
会
長
の
海
鋒

守
氏
と
宮
城
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
の
須
藤
弘
三
氏
が
旭
日
小

綬
章
を
︑
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
の
中
川
才
助
氏

が
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
︒

　

重
光
章
伝
達
式
は
11
月
６

日
に
皇
居
で
︑
中
綬
章
以
下

の
伝
達
式
は
同
８
日
に
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
︒

【
叙
勲
】

◎
旭
日
重
光
章

▽
星
野
良
三
（
ほ
し
の
・
よ
し

み
）
氏
・
元
（
公
社
）
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

多
摩
運
送
㈱
会
長
︑
東
京

都
・
81
歳

◎
旭
日
小
綬
章

▽
海
鋒　

守
（
か
い
ほ
こ
・
ま

も
る
）
氏
・
元
（
公
社
）

岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
白
金
運
輸
㈱
会
長
︑

岩
手
県
・
73
歳

▽
須
藤
弘
三
（
す
ど
う
・
ひ

ろ
み
）
氏
・（
公
社
）
宮
城

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

カ
ネ
フ
ジ
運
輸
㈱
代
表
取

締
役
︑
宮
城
県
・
72
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽
中
川
才
助
（
な
か
が
わ
・
さ

い
す
け
）
氏
・（
一
社
）
大

阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
中
川
運
送
㈱
会
長
︑

大
阪
府
・
74
歳

平成30年秋の叙勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
に
栄
え
の
４
氏

旭日重光章
星野 良三氏

旭日小綬章
海鋒 守氏

旭日双光章
中川 才助氏

自民党予算・税制等に関する政策懇談会で要望
を行う小幡全ト協副会長（11月９日、自民党本部）

旭日小綬章
須藤 弘三氏

▷税制改正関連要望項目
１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
⑴一般財源化により課税根拠を失った軽油引取税の旧暫定税率廃止
⑵自動車税の引下げ
⑶自動車税における営自格差見直し反対
⑷自動車重量税の道路特定財源化

２. 中小企業投資促進税制の延長
３. 特例措置の延長
⑴自動車重量税・自動車取得税のエコカー減税の延長
⑵自動車取得税のASV（先進安全自動車）特例措置の延長
⑶自動車税のグリーン化特例の延長
⑷中小企業経営強化税制の延長
⑸商業・サービス業・農林水産業活性化税制の延長
⑹中小企業・協同組合等の法人税率の特例措置の延長
⑺中小企業・協同組合等の貸倒引当金の特例措置の延長
⑻低公害車の燃料等供給設備に係る固定資産税の特例措置の延長

４. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の　
軽減措置の適用

▷予算関連要望項目
１. 高速道路料金の更なる引下げ
⑴大口・多頻度割引最大50%の継続・恒久化
⑵多様な料金・割引制度の設定
⑶本四高速における割引制度の拡充

２. 働き方改革実現のための諸対策に係る補助・助成の拡充
３. 道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
⑴「重要物流道路」における機能強化の推進、高速道路ネットワークの整備推進
及びミッシングリンクの解消

⑵安全対策の推進
⑶渋滞対策の推進
⑷ETC2.0によるサービスの充実
⑸ダブル連結トラックの本格展開、隊列走行・自動運転の推進等物流効率化のた
めの取組推進

⑹高速道路と民間施設を直結する民間施設直結スマートIC制度及びSA・PAの活
用等による中継輸送の推進

⑺冬期における道路交通の確保
４. 高速道路のSA・PA、道の駅における駐車スペースの活用及び整備・拡充
５. 環境対策及び省エネ対策のための補助
⑴石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税の特例」に係る補助の継続
⑵天然ガストラックの普及に係る補助

６. 交通安全対策のための補助
⑴ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対する補助の拡充
⑵デジタル式運行記録計、ドライブレコーダ等運行管理支援機器の導入に対する
補助の継続及び拡充

７. フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設
８. 下関北九州道路の早期実現

表　平成31年度税制改正・予算に関する要望項目

山口公明党代表に要望書を手渡す坂本全ト協会長（10月31日、衆議院第２
議員会館）

取引環境改善・長時間労働抑制・生産性向上など

全
ト
協「働き方改革」実現へ

予
算
・
税
制
に
関
す
る
要
望
を
実
施

自
民
党
政
策
懇
談
会
に
出
席
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2018.10.10—11.15

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
春
か
ら
運
賃
値
上
げ
や
作
業

料
︑
待
機
料
な
ど
を
新
た
に
請
求

す
る
交
渉
を
進
め
︑﹁
古
く
か
ら

の
定
期
契
約
の
荷
主
の
75
％
と
契

約
改
定
し
た
﹂
事
業
者
が
い
る
︒

こ
れ
は
取
材
時
（
10
月
29
日
）
の

契
約
改
定
率
で
あ
る
︒
そ
の
時
点

で
﹁
内
示
が
出
て
い
る
荷
主
も
あ

り
︑
ま
だ
交
渉
し
て
い
な
い
荷
主

も
あ
る
﹂
と
い
う
状
況
だ
っ
た
︒

　

こ
の
事
業
者
は
保
有
台
数
が
約

60
台
な
の
で
︑
普
通
の
中
小
運
送

会
社
で
あ
る
︒
昨
年
の
改
定
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
の
施
行

後
︑
す
ぐ
に
運
賃
・
料
金
改
定
を

届
け
出
た
︒
実
際
の
契
約
改
定
交

渉
は
新
年
度
か
ら
開
始
し
た
︒﹁
新

規
契
約
し
た
取
引
先
は
︑
最
初
か

ら
新
し
い
運
賃
・
料
金
︑
ス
ポ
ッ

ト
は
そ
の
都
度
︑
新
し
い
運
賃
・

料
金
を
適
用
し
て
い
る
﹂︒

　

肝
心
な
の
は
︑
長
年
に
わ
た
っ

て
定
期
契
約
で
取
引
し

て
き
た
荷
主
だ
︒
ま
ず
︑

﹁
附
帯
作
業
な
ど
が
徐

々
に
増
え
労
働
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
の
で
︑

ど
れ
だ
け
困
っ
て
い
る

か
を
デ
ー
タ
で
示
し

た
﹂︒
交
渉
で
は
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
切
り

口
に
し
て
い
る
︒
同
社

は
こ
れ
ま
で
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を

請
求
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑

新
た
に
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
導
入

す
る
た
め
の
交
渉
で
あ
る
︒
次

に
は
標
準
運
送
約
款
の
改
定
に

伴
う
諸
作
業
料
や
荷
役
料
︑

待
機
時
間
な
ど
を
新
た
に
請
求

す
る
交
渉
︒
さ

ら
に
過
労
死
防

止
関
連
違
反
に

対
す
る
行
政
処

分
の
強
化
な
ど

に
つ
い
て
も
説

明
す
る
︒

　

だ
が
︑
全
取

引
先
と
一
斉
に

交
渉
す
る
の
で

は
な
く
︑﹁
１

社
ず
つ
順
番
に

集
中
し
て
交
渉

し
て
結
論
を
出

し
て
か
ら
︑
次

の
取
引
先
と
の

交
渉
を
開
始
す

る
﹂
と
い
う
方

法
で
進
め
て
き
た
︒
全
社
を
対

象
に
同
時
進
行
で
交
渉
を
進
め

る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
︒

だ
が
︑
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒

﹁
交
渉
が
決
裂
す
れ
ば
撤
退
す

る
覚
悟
で
臨
ん
で
い
る
の
で
︑

や
む
を
得
ず
取
引
を
停
止
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
︒
す
る
と
︑
売

上
減
少
分
を
新
規
開
拓
で
カ
バ
ー

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂か
ら
だ
︒

減
少
し
た
売
上
を
穴
埋
め
で
き
る

見
通
し
が
立
っ
た
ら
次
の
取
引
先

と
交
渉
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

　

幸
い
な
こ
と
に
︑
取
材
時
点
で

は
１
社
か
ら
も
撤
退
せ
ず
に
︑
75

％
の
取
引
先
と
契
約
改
定
で
き
て

い
る
︒
こ
れ
は
機
械
的
に
交
渉
に

臨
む
の
で
は
な
く
︑
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
か
ら
だ
︒
契
約
改
定
し

た
な
か
に
は
︑﹁
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
だ
け
新
た
に
請
求
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
︑
ま
た
運
賃
値
上

げ
と
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
両
方
を
実

現
し
︑
さ
ら
に
契
約
書
の
中
に
運

賃
と
は
別
に
荷
役
料
（
作
業
料
）

や
待
機
料
を
明
文
化
し
た
取
引
先

な
ど
が
あ
る
﹂
と
い
う
︒
な
お
︑

荷
役
料
や
作
業
料
︑
待
機
料
は
30

分
以
内
の
場
合
は
請
求
し
な
い
︒

そ
れ
を
超
え
る
と
30
分
単
位
で
請

求
す
る
よ
う
な
契
約
だ
︒
待
機
時

間
に
関
し
て
は
︑
管
理
者
が
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
連
絡
を
受
け
て
﹁
今

か
ら
待
機
時
間
に
入
る
旨
を
︑
荷

主
の
担
当
者
に
連
絡
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
﹂
と
い
う
︒

　

契
約
改
定
に
は
︑
交
渉
の
段
取

り
︑
進
め
方
︑﹁
落
と
し
ど
こ
ろ
﹂

の
柔
軟
性
な
ど
が
必
要
だ
︒

第
220
回

荷役料や待機料などを契約書に明記

健康起因事故を防ごう
〔第81回〕

　先日、睡眠時無呼吸症候群（SAS）で治療中のドライバーが、
その影響により意識を失って赤信号で停止していた乗用車に追
突し、バスの乗客１名が死亡する事故や、走行中にバスの運転者
が心筋梗塞のために意識を失い、信号機に衝突するなどして運
転者が死亡するという、健康起因事故が立て続けに発生しまし
た。いずれもバスの運転者ですが、トラックのドライバーにとっ
ても決して他人事ではありません。実際、トラックドライバーの
健康起因事故は、平成26年は35件、平成27年は55件、平成28
年は75件と急増しています（「自動車運送事業用自動車事故統
計年報(平成28年）」国土交通省自動車局）。このことをしっか
り認識し、健康管理の徹底が求められます。

●走行中に発症したらほとんど手遅れ
Ａさん「ＳＡＳに限らず、走行中に脳梗塞やくも膜化出血などの

脳血管疾患、心筋梗塞や狭心症などの心臓疾患に襲わ
れると、運転不能の状態となり、重大事故に繋がる危険
性が非常に高くなる」

Ｂさん「そうした病気は、発症したら、その時点でもう手遅れと
いう場合が大半だしね」

Ａさん「そうなんだ。発症したら回避手段をとることはほとんど
不可能になる。だから、たとえ交差点が赤信号で、横断
している歩行者や自転車がいても、そのまま交差点に
進入してしまうことになる」

Ｂさん「何年か前に、バスのドライバーが走行中に意識を失った
時、それに気づいた乗客がハンドルなどを操作して事故
を回避したというケースがあったけど、トラックの場合
はほとんどがワンマン運行だから手助けしてくれる人も
いないしね」

●必ず定期健康診断を受ける
Ａさん「健康起因事故を防ぐためには、なにより病気にかからな

いこと、つまり予防するということが非常に大切にな
る。そのためには毎年の健康診断の受診は欠かせな
い」

Ｂさん「深夜に運転業務を行うドライバーについては半年に１回
だから、年に２回の受診が義務づけられているね」

Ａさん「この義務づけは会社だけでなく、ドライバーにも課せら
れている」

Ｂさん「自分は健康だし、何の問題もないから受けなくてもいい
というものではないんだね」

Ａさん「ただ、大きな病気に罹ったことのない人は、自分の健康
を過信しやすい」

Ｂさん「確かに、毎年健康診断を受けて、いつも異常なしという
結果だと、毎年受ける意味なんてないと思うかもしれな
いな」

Ａさん「そこに落とし穴があるんだ。去年は異常なしだったか
ら、今年も異常なしだという保証は絶対にないし、年を
一つ重ねればそれだけ病気にかかるリスクも高くなる。
だから、確実に健康診断を受けて、自分の健康状態を正
しく知っておく必要があるんだ。そして、万一経過観察
や精密検査が必要という結果が出たら、必ずそれに従
う。結果を無視すれば、早期発見という意味がなくなっ
てしまうし、そもそも健康診断を受ける意味もなくな
る。健康診断は誰のためでもない、自分のためなんだ。
義務だから仕方なく受けるというものではないんだか
らね」

●体調に異変を感じたら、すぐに診てもらう
Ｂさん「健康診断で異常がなくても、自分の健康を過信しないと

いうことも大切だね。そして、ときどき頭痛がするように
なったとか、胸を締めつけられるような痛みがあると
か、ともかく体調がいつもと違うと感じたときは、専門
の医療機関で診てもらうこと。大したことじゃないとい
う素人判断は危険だよね」

Ａさん「もちろんだよ。我々は運転のプロではあっても、医学の
プロじゃない。体調の異変が大したことじゃないのか、
大したことなのかを判断できるはずがない」

Ｂさん「めまいや頭痛が脳血管疾患の初期症状という可能性も
十分あるんだから、何か変だな、いつもと違うなと感じ
た時は、早く手を打つ。そして必ずそのことを会社に申
告する。これを徹底しないとね」

検査を！

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～駐停車の方法編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�歩道や路側帯のない道路では、車の左側に0.75メートル以上の
余地をあけて駐停車しなければならない。（ ○・× ）

❷	�白の実線と破線の路側帯でも、路側帯が広い場合には、路側帯
に入って駐停車することができる。（ ○・× ）

❸	�白の２本線の路側帯では、路側帯に入って駐停車することはで
きない。（ ○・× ）

❹	�故障等のやむを得ない事情で高速道路に駐停車するときは、路
側帯に入って道路の左端に沿う。（ ○・× ）

❺	�道路に平行して駐停車している車と並んで駐停車することはで
きない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
12
月
３
日
か
ら
平
成
31

年
1
月
31
日
ま
で
︑
平
成
30

年
度
中
央
近
代
化
基
金
﹁
燃

料
費
対
策
特
別
融
資
﹂
の
追

加
公
募
を
表
の
通
り
実
施
す

る
︒

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

や
融
資
条
件
の
詳
細
等
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
の
公
募
要
綱
を

参
照
の
こ
と
︒

　

問
い
合
わ
せ
は
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
た
は

全
ト
協
経
営
改
善
事
業
部

（
☎
03
・
３
３
５
４
・
１
０

５
６
）
ま
で
︒

「
荷
卸
し
時
の
安
全
対
策
に

係
る
意
見
交
換
会
」
に
参
加

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・

高
圧
ガ
ス
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
の
堀
田
正
二
部
会
長
は

10
月
10
日
︑
新
潟
県
新
潟
市

で
開
催
さ
れ
た
﹁
荷
卸
し
時

の
安
全
対
策
に
係
る
意
見
交

換
会
﹂
に
出
席
し
た
︒

　

同
会
は
︑
石
油
等
の
危
険

物
の
荷
卸
し
時
に
お
け
る
相

互
立
会
い
の
周
知
徹
底
・
励

行
・
推
進
等
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
︑
石
油

連
盟
（
元
売
業
界
）
や
石
油

商
業
組
合
（
販
売
業
界
）︑

消
防
局
や
元
売
会
社
な
ど
か

ら
計
76
人
が
参
加
︒
堀
田
部

会
長
は
︑
輸
送
業
界
の
取
り

組
み
と
し
て
﹁
危
険
物
荷
卸

し
時
相
互
立
会
い
推
進
全
国

一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
に
つ
い

て
紹
介
し
︑
荷
卸
し
を
す
る

側
と
受
け
る
側
︑
双
方
の
協

力
の
必
要
性
に
つ
い
て
強
調

し
た
︒

過
労
運
転
防
止
の
徹
底
︑
③

確
実
な
点
呼
の
実
施
︑
④
飲

酒
運
転
の
根
絶
︑
⑤
携
帯
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
禁

止
の
徹
底
︑
⑥
健
康
診
断
の

受
診
の
徹
底
︱
︱
を
事
故
防

止
に
関
す
る
重
点
項
目
と
し

て
取
り
組
む
︒

　

な
お
︑運
動
に
あ
わ
せ
て
︑

全
ト
協
が
作
成
し
た
最
新
の

﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
改
訂
版
）﹂（
写
真
）

が
今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
折
り
込
ま
れ
る
︒
全
ト
協

で
は
︑
今
回
の
運
動
の
重
点

項
目
の
１
つ
で
も
あ
る
﹁
飲

酒
運
転
の
根
絶
﹂
を
推
進
す

る
た
め
に
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
全

ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
︒

判
断
指
標
横
ば
い
で
推
移

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

30
年
７
〜
９
月
期

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
12
日
︑
平
成
30
年
７
～

９
月
期
の
景
況
感
（
速
報
）

を
発
表
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
７

～
９
月
期
は
︑
輸
送
数
量
お

よ
び
運
賃
・
料
金
の
水
準
は

回
復
基
調
を
堅
持
し
た
も
の

の
︑
燃
料
価
格
上
昇
に
よ
る

コ
ス
ト
増
加
等
に
よ
り
経
常

損
益
が
悪
化
︒
そ
の
結
果
︑

景
況
感
の
判
断
指
標
は
マ
イ

ナ
ス
14
・
８
と
な
り
︑
前
回

（
マ
イ
ナ
ス
14
・
７
）
か
ら

横
ば
い
で
推
移
し
た
︒

　

な
お
︑
今
後
の
見
通
し
と

し
て
は
︑
燃
料
価
格
の
高
止

ま
り
等
が
来
期
も
継
続
し
て

影
響
し
︑
経
常
損
益
は
一
段

と
悪
化
（
マ
イ
ナ
ス
６
・
０

ポ
イ
ン
ト
）
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
︑
景
況
感
の

判
断
指
標
は
今
回
か
ら
10
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
︑
マ
イ
ナ
ス

24
・
８
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
11
月
12
日
︑
平
成
30
年
度

第
２
回
全
国
代
表
者
協
議
会

を
開
催
︒
協
議
事
項
と
し
て
︑

①
30
年
度
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

青
年
部
会
活
動
紹
介
②
社
会

貢
献
活
動
③
30
年
度
全
国
大

会
④
30
年
度

青
年
経
営
者

等
に
よ
る
顕

彰
事
業
の
応

募
状
況
︱
︱

等
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ

れ
た
︒

　

社
会
貢
献

活
動
で
は
︑

27
年
度
よ
り

毎
年
実
施
し

て
い
る
自
動

車
教
育
課
程

を
有
す
る
高

等
学
校
へ
の

読者アンケートに
ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良
いものにするため、今号の『広報とらっ
く』に読者アンケートを折り込みました。
12 月 14 日を締め切りとして、皆様から
のご意見・ご感想等をお待ちしています。

広
報
室
か
ら
の
お
ね
が
い

整
備
実
習
用
車
両
の
寄
贈
に

つ
い
て
︑
今
年
度
は
12
月
３

日
に
伊
万
里
学
園
敬
徳
高
等

学
校
自
動
車
整
備
科
（
佐
賀

県
伊
万
里
市
）
に
小
型
平
ボ

デ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈
予
定

で
あ
る
こ
と
︑
ま
た
愛
知
県

立
小
牧
工
業
高
等
学
校
自
動

車
科
（
愛
知
県
小
牧
市
）
に

中
型
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈
予
定

（
寄
贈
日
調
整
中
）
で
あ
る

こ
と
を
報
告
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
10
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
青
年
部
会
正
副

部
会
長
会
議
に
お
い
て
︑﹁
平

成
30
年
７
月
豪
雨
﹂
の
被
災

３
県
（
岡
山
︑広
島
︑愛
媛
）

の
児
童
を
﹁
２
０
１
９
年
度

プ
ロ
野
球
・
広
島
東
洋
カ
ー

プ
開
幕
シ
リ
ー
ズ
（
対
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
︑
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
）﹂
に
招
待
す
る
こ
と

を
決
定
し
︑
今
後
正
副
部
会

長
で
詳
細
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
青
年
部

会
全
国
大
会
に
つ
い
て
は
︑

31
年
２
月
22
日
に
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル（
東
京
都
新
宿
区
）

で
開
催
し
︑
前
日
の
21
日
に

は
全
ト
協
に
て
第
３
回
全
国

代
表
者
協
議
会
を
開
催
す
る
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
の
小
坂
真
弘
代
表
取

締
役
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
迎
え
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
︒
①
長

倉
青
協
・
全
産
連
青
年
部
協

議
会
と
意
見
交
換
会
を
実
施

　

青
年
部
会
は
11
月
５
日
︑

倉
庫
業
青
年
経
営
者
協
議
会

（
倉
青
協
︑
池
田
雅
一
会

長
）︑
全
国
産
業
資
源
循
環

連
合
会
青
年
部
協
議
会
（
全

産
連
青
年
部
協
議
会
︑
沖
川

距
離
運
行
に
お
け
る
改
善
基

準
告
示
遵
守
の
現
状
と
課
題

②
高
齢
者
お
よ
び
女
性
労
働

者
活
用
に
係
る
現
状
と
課
題

③
若
年
労
働
者
採
用
︑育
成
︑

定
着
に
係
る
現
状
と
課
題
︱

︱
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
︑
参

加
者
が
事
前
に
希
望
テ
ー
マ

を
選
択
︒
３
テ
ー
マ
×
２
班

の
計
６
班
に
グ
ル
ー
プ
分
け

し
︑
各
班
長
（
副
部
会
長
）

が
進
行
役
︑
書
記
︑
発
表
者

を
選
定
し
て
討
議
を
行
い
︑

討
議
内
容
を
﹁
自
社
で
取
り

組
む
べ
き
こ
と
﹂﹁
協
会
・

行
政
に
求
め
る
こ
と
﹂
に
分

け
て
模
造
紙
に
ま
と
め
た
︒

　

班
ご
と
の
討
議
で
は
︑
自

社
で
実
施
し
て
い
る
取
り
組

み
や
︑
抱
え
て
い
る
課
題
等

に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
︑
制
限
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
と
り
ま
と
め
を
実

施
︒
各
班
か
ら
は
︑
行
政
・

協
会
に
対
し
て
雇
用
促
進
の

た
め
の
補
助
や
交
通
事
情
の

改
善
︑
緑
ナ
ン
バ
ー
の
優
遇

措
置
等
を
求
め
る
声
や
︑
運

賃
体
系
の
整
備
や
適
正
運
賃

の
対
外
的
周
知
な
ど
︑
自
社

で
実
施
す
べ
き
事
項
に
関
す

る
発
表
が
行
わ
れ
︑
こ
の
討

議
結
果
を
来
年
２
月
22
日
に

開
催
さ
れ
る
青
年
部
会
全
国

大
会
で
の
研
修
（
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
反
映
す

る
こ
と
と
し
た
︒

学
会
長
）
と
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
︒

　

冒
頭
︑
結
城
賢
進
全
ト
協

青
年
部
会
長
は
﹁
倉
庫
・
循

環
・
ト
ラ
ッ
ク
の
３
団
体
が

意
見
交
換
会
を
す
る
の
は
２

年
ぶ
り
︒
動
脈
・
静
脈
そ
れ

ぞ
れ
の
物
流
の
中
核
を
担
う

倉
庫
・
循
環
・
ト
ラ
ッ
ク
の

３
者
が
︑
同
じ
﹃
物
流
人
﹄

の
仲
間
と
し
て
集
い
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
課
題
や
︑
青

年
経
営
者
共
通
の
課
題
︑
各

組
織
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
︑

①
各
組
織
の
紹
介
︑
②
フ
リ

ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
︑
③
交

流
会
︱
︱
の
３
本
立
て
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
︑

情
報
共
有
を
し
て
い
き
た
い
﹂

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

同
会
に
は
︑
倉
青
協
か
ら

18
人
︑
全
産
連
青
年
部
協
議

会
か
ら
16
人
︑
全
ト
協
青
年

部
会
か
ら
は
全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
部
会
長
９
人
に
加
え
︑

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
役
員
10
人

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
︒
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
人
材
確
保
対
策
を
テ

ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
︑
３
団
体
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の

相
互
理
解
と
︑
団
体
の
垣
根

を
越
え
た
親
睦
を
深
め
た
︒

11
月
16
日
か
ら
「
正
し
い

運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

「
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル（
改
訂
版
）」を
折
り
込
み

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
平
成
30
年
11
月
16
日
㈮

か
ら
31
年
１
月
10
日
㈭
ま

で
︑
第
58
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
実

施
す
る
︒
こ
の
運
動
は
︑
交

通
・
労
働
災
害
事
故
の
防

止
︑
環
境
保
全
お
よ
び
輸
送

秩
序
の
確
立
に
よ
り
︑
円
滑

な
輸
送
の
達
成
を
図
り
︑
年

末
年
始
の
輸
送
繁
忙
期
に
お

け
る
安
全
︑
安
心
な
輸
送
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
︒

　

今
回
の
運
動
で
は
︑
①
追

突
事
故
お
よ
び
交
差
点
に
お

け
る
事
故
防
止
の
徹
底
︑ 

②

中
央
近
代
化
基
金「
燃
料
費
対

策
特
別
融
資
」追
加
公
募
実
施

12
月
３
日
か
ら
31
年
１
月
31
日
ま
で

労
働
環
境
改
善
や　
　
　
　
　

　
　
人
材
確
保
テ
ー
マ
に
討
議

青
年
部
会

荷卸し時の安全対策に係る意見交換会（10月10
日、新潟グランドホテル）

平
成
30
年
度
第

２
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協

議
会
（
11
月
12

日
、
全
ト
協
）

倉青協・全産連青年部協議会・全ト協青年部会
意見交換会（11月５日、全ト協）

表　燃料費対策特別融資追加公募概要
公募推薦総枠 20 億円

公募期間 平成30年12月3日（月）～
平成31年1月31日（木）

推薦対象者

都道府県トラック協会に加入し
ている貨物自動車運送事業者、
その共同体およびその持株会社
（傘下の貨物自動車運送事業者
に係る資金調達を行う者に限
る）であって、㈱商工組合中央
金庫または商工中金の代理店と
の取引資格があるもの（予定を
含む）

対象事業

・「ポスト新長期規制適合車」ま
たは「平成 28 年排出ガス規制
適合車」で「平成 27 年度燃費
基準」を達成した車両の導入
に必要な資金

・自家用燃料供給施設整備に必
要な資金

融資限度 2 千万円
（都道府県ト協の限度額とは別枠）

利子補給率 年 0.3%
推薦適否決定通知
予定日

（1回目）平成31年1月18日㈮
（2回目）平成31年2月22日㈮
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39
❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

︻
解
説
︼
最
初
に
基
本
的
な
こ
と
を
お

話
し
し
ま
す
と
︑
退
職
と
は
︑
労
働
者

が
会
社
を
辞
め
る﹁
労
働
契
約
の
終
了
﹂

Ａ�
民
法
に
よ
り
、
退
職
申
し
入

れ
後
２
週
間
経
過
す
れ
ば
そ

の
ま
ま
有
効
に

　

先
日
、
社
員
の
間
で
「
退
職
代
行

サ
ー
ビ
ス
」
の
会
社
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ど
う
も
、
主
に
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
を
辞
め
ら
れ
な
い
者
を
対
象
に
、

５
万
円
ぐ
ら
い
の
手
数
料
で
退
職
を
手

伝
う
の
を
商
売
に
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
の
で
、「
わ

が
社
の
場
合
、
退
職
手
続
は
就
業
規

則
で
決
め
て
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
」

と
話
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
社

員
全
員
に
も
き
ち
ん
と
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
場
合
の
退
職
手
続
の
法
的

な
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 第170回 

「退職代行サービス」
が話題になっている
が、退職の法的手続は

の
こ
と
で
す
︒
具
体
的
に
は
︑
①
任
意

退
職
（
合
意
に
よ
る
労
働
契
約
の
解

除
）︑
②
無
断
退
職
（
労
働
者
に
よ
る

労
働
契
約
の
一
方
的
解
除
）︑
③
契
約

期
間
満
了
に
よ
る
労
働
契
約
の
終
了
︑

④
休
職
期
間
満
了
に
よ
る
自
動
退
職
︑

⑤
行
方
不
明
期
間
満
了
に
よ
る
自
動

退
職
︑
⑥
定
年
退
職
︑
⑦
本
人
の
死

亡
︱
︱
の
７
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

　

今
回
は
︑
ご
質
問
に
従
い
①
の
任

意
退
職
の
問
題
に
絞
っ
て
ご
説
明
し
ま

す
︒
こ
れ
は
一
般
に
︑
会
社
の
就
業
規

則
で
﹁
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
﹂
と

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
︑
通
常

は
︑
労
働
者
が
会
社
に
退
職
を
申
し

入
れ
そ
の
承
認
を
得
て
退
職
す
る
と
い

う
手
続
き
に
な
り
ま
す
︒
と
こ
ろ
が
︑

ご
質
問
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
︑

﹁
労
働
者
が
自
己
都
合
に
よ
り
会
社

を
辞
め
る
た
め
退
職
を
申
し
入
れ
た
の

に
そ
れ
を
拒
否
さ
れ
︑
結
局
︑
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
か
た
ち
で

す
︒

　

そ
こ
で
︑﹁
退
職
代
行
サ
ー
ビ
ス
﹂

の
出
番
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
︑
そ
れ

で
は
︑
そ
も
そ
も
会
社
は
労
働
者
の

退
職
申
し
入
れ
に
対
し
拒
否
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
︒
実
は
︑

労
働
基
準
法
で
は
こ
う
し
た
労
働
者

の
退
職
手
続
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
し

て
い
ま
せ
ん
︒
一
方
で
︑
会
社
側
が
労

働
者
を
辞
め
さ
せ
る
﹁
解
雇
﹂
を
厳

し
く
規
定
し
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
︑

き
わ
め
て
対
照
的
と
い
え
ま
す
︒
こ
の

た
め
︑
退
職
手
続
等
に
つ
い
て
は
一
般

原
則
で
あ
る
民
法
の
定
め
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
︑
民
法
で
は
︑
期
間
の

定
め
の
な
い
雇
用
契
約
は
い
つ
で
も
解

約
の
申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
の
が
原
則
で
す
（
第
６
２
７
条

第
１
項
）︒
そ
し
て
︑﹁
雇
用
は
︑
解

約
の
申
入
れ
の
日
か
ら
二
週
間
を
経

過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
了
す
る
﹂（
同
）

と
し
て
い
ま
す
︒
多
く
の
就
業
規
則
が

自
己
都
合
退
職
に
つ
い
て
︑例
え
ば﹁
従

業
員
が
自
己
の
都
合
に
よ
り
退
職
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
︑
少
な
く
と
も

14
日
前
ま
で
に
退
職
願
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
な
ど
と
定
め
て
い

る
の
は
︑
こ
れ
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
︒

　

つ
ま
り
︑
法
的
に
は
︑
労
働
者
が
会

社
に
﹁
辞
め
ま
す
﹂
と
い
え
ば
︑
２
週

間
後
に
は
そ
の
ま
ま
問
題
な
く
退
職
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
退
職
申

し
入
れ
に
対
し
拒
否
で
き
る
余
地
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒﹁
退
職

代
行
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
頼
ん
だ
労
働
者

は
こ
う
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
︒
今
時
こ
ん
な
こ
と
が
︑
と

思
い
ま
す
が
︑
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
存
在

と
労
働
者
側
の
無
知
が
こ
の
よ
う
な
商

売
の
成
立
を
許
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
︒

た
だ
︑
最
近
の
厳
し
い
人
手
不
足
の

状
況
下
で
は
︑普
通
の
会
社
で
も
他
に
︑

慰
留
の
あ
ま
り
つ
い
勇
み
足
と
な
り
︑

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
問
題
が
生

じ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
お
そ
れ
も

あ
る
わ
け
で
︑
慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

協
議
会
は
11
月
６
日
︑
取
引

環
境
と
長
時
間
労
働
の
改
善

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お

よ
び
事
例
集
を
取
り
ま
と

め
︑公
表
し
た（
４
面
に
関
連
）︒

　

47
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ

た
地
方
協
議
会
で
は
︑
平
成

28
年
度
か
ら
29
年
度
の
２
か

年
に
わ
た
っ
て
︑
荷
主
企
業

お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
等
が
協
力
・
連
携
し
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
の
改
善
等
を
図

る
﹁
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
﹂
を

実
施
し
て
お
り
︑
計
１
０
０

件
を
超
え
る
事
例
が
収
集
さ

れ
て
い
る
︒
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

お
よ
び
事
例
集
は
そ
の
成
果

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

　

国
土
交
通
省
は
11
月
１

日
︑
第
４
回
﹁
冬
期
道
路
交

通
確
保
対
策
検
討
委
員
会
﹂

（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑
波

大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
し

た
︒

　

同
委
員
会
は
︑
福
井
県
か

ら
石
川
県
に
か
け
て
の
国
道

８
号
や
首
都
高
速
道
路
な
ど

で
︑
通
行
止
め
や
大
規
模
な

車
両
滞
留
を
も
た
ら
し
た
平

成
29
年
度
豪
雪
の
発
生
を
受

け
︑
大
雪
時
に
お
け
る
道
路

交
通
へ
の
障
害
を
減
ら
す
た

め
の
具
体
的
な
方
策
な
ど
今

後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
検

討
す
る
た
め
に
開
催
︒
今
回

は
︑
今
冬
の
大
雪
対
応
予
定

と
中
期
的
な
冬
期
道
路
交
通

確
保
に
関
し
て
議
論
が
行
わ

れ
た
︒

　

今
冬
に
お
け
る
大
雪
時
の

取
り
組
み
内
容
は
以
下
の
通

り
（
表
）︒

①
ソ
フ
ト
的
対
応

　

都
道
府
県
や
道
路
管
理
者

・
警
察
・
気
象
台
の
ほ
か
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
団

体
等
で
構
成
さ
れ
る
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
︑
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
策
定
︑
除
雪
体
制

の
強
化
︑
予
防
的
通
行
規
制

・
集
中
除
雪
の
実
施
︑
チ
ェ

ー
ン
等
の
装
着
の
徹
底
︑
集

中
的
な
大
雪
時
需
要
抑
制
・

迂
回
︑
立
ち
往
生
が
発
生
し

た
場
合
の
迅
速
な
対
応

②
ハ
ー
ド
的
対
応

　

ス
ポ
ッ
ト
対
策
（
チ
ェ
ー

ン
規
制
区
間
を
対
象
に
︑
チ

ェ
ー
ン
着
脱
場
・
待
機
場
・

情
報
収
集
提
供
装
置
・
規
制

標
識
等
を
設
置
）︑
基
幹
的

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
強
化

　

な
お
︑﹁
チ
ェ
ー
ン
等
の
装

着
の
徹
底
﹂
で
は
︑
過
去
に

立
ち
往
生
が
発
生
し
て
い
る

箇
所
や
道
路
縦
断
勾
配
５
％

以
上
の
箇
所
な
ど
を
対
象
に

﹁
予
防
的
通
行
規
制
区
間
﹂

を
導
入
︒
同
区
間
で
は
︑
大

雪
が
想
定
さ
れ
る
際
に
は
集

中
除
雪
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
標
識
等
を
設
置
し
︑
法

に
基
づ
く
チ
ェ
ー
ン
規
制
を

行
う
︒
ま
た
︑
同
区
間
に
チ

ェ
ー
ン
未
装
着
車
が
進
入
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
︑
チ
ェ
ー

ン
着
脱
場
・
待
機
場
等
を
整

備
し
て
い
く
︒

過
労
死
白
書
を閣

議
決
定

重
点
業
種
の
要
因
等
分
析

　

政
府
は
10
月
30
日
︑
平
成

30
年
版
﹁
過
労
死
等
防
止
対

策
白
書
﹂を
閣
議
決
定
し
た
︒

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
も
の
で
︑
今
回
で

３
回
目
︒

　

過
労
死
等
が
多
く
発
生
し

て
い
る
と
指
摘
の
あ
る
重
点

業
種
・
職
種
（
教
職
員
︑
Ｉ

Ｔ
産
業
︑
医
療
）
の
過
労
死

等
の
要
因
等
に
つ
い
て
分
析

し
た
︒
同
省
で
は
︑﹁
過
労

死
ゼ
ロ
﹂
に
向
け
︑
引
き
続

き
過
労
死
等
防
止
対
策
に
取

り
組
む
考
え
だ
︒

　

同
白
書
に
は
国
の
主
な
取

り
組
み
と
し
て
︑﹁
過
労
死

初
の
事
業
引
き
継
ぎ

が
成
約

後
継
者
不
在
の

中
小
企
業

　

経
済
産
業
省
と
総
務
省

は
︑
後
継
者
不
在
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
と
事
業

の
引
き
継
ぎ
を
希
望
す
る
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
︒

全
国
初
の
事
業
引
継
ぎ
が
宮

崎
県
で
成
約
さ
れ
︑
11
月
９

日
に
宮
崎
県
川
南
町
役
場
で

事
業
譲
渡
契
約
の
調
印
式
が

開
催
さ
れ
た
︒

　

経
産
省
が
47
都
道
府
県
に

設
置
し
た
﹁
事
業
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂
が
運
営
す
る

後
継
者
人
材
バ
ン
ク
と
︑
総

務
省
の
﹁
地
域
お
こ
し
協
力

隊
﹂
と
の
連
携
で
︑
両
省
が

両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を

行
っ
て
い
た
︒

　

地
域
の
生
活
を
支
え
る
小

売
店
を
承
継
す
る
全
国
初
の

成
約
事
例
に
よ
り
︑
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に

関
す
る
大
綱
﹂（
平
成
30
年

７
月
24
日
閣
議
決
定
）
の
概

要
お
よ
び
﹁
働
き
方
改
革
関

連
法
﹂
の
定
め
る
長
時
間
労

働
の
是
正
等
に
関
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い

る
︒

 

生
産
性
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
に
関
す
る
調
査
を

実
施

道
路
貨
物
運
送
業

約
３
０
０
０
者
を
対
象
に

　

内
閣
府
は
11
月
８
日
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の

業
界
団
体
に
対
し
︑﹁
中
小

企
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
生

産
性
向
上
の
取
組
に
係
る
調

査
﹂
の
周
知
協
力
依
頼
を
行

っ
た
︒

　

同
調
査
は
︑
生
産
性
向
上

の
取
組
状
況
や
課
題
等
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
取
組

の
一
層
の
推
進
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
︒

　

道
路
貨
物
運
送
業
︑
宿
泊

業
︑
飲
食
業
︑
小
売
業
の
各

分
野
の
主
要
業
界
団
体
に
加

盟
す
る
事
業
者
が
対
象
︒
道

路
貨
物
運
送
業
の
調
査
サ
ン

プ
ル
数
は
３
０
０
０
者
程
度

で
︑郵
送
調
査
に
よ
り
実
施
︒

11
月
中
旬
に
調
査
票
を
送
付

し
︑回
収
期
限
は
12
月
初
旬
︒

来
年
３
月
下
旬
に
報
告
書
を

完
成
さ
せ
る
予
定
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
会
員
事
業

者
に
対
し
て
同
調
査
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

で
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
め

方
等
を
事
例
を
交
え
て
紹
介

し
て
お
り
︑
事
例
集
で
は
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
全
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
︒

 

11
月
30
日
で
終
了

国
交
省
の
Ａ
Ｓ
Ｖ
補
助

　

国
土
交
通
省
は
︑
８
月
１

日
か
ら
事
業
用
自
動
車
の
Ａ

Ｓ
Ｖ
装
置
購
入
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
が
︑
申

請
受
付
が
11
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
︑
申
請
を
考
え

て
い
る
事
業
者
は
︑
早
め
の

手
続
き
が
必
要
︒

　

同
省
で
は
︑
①
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
（
車
両
総
重

量
３
・
５
㌧
超
22
㌧
以
下
の

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
事
例
集

と
も
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
能
︒
ま
た
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
会

員
事
業
者
に
配
布
す
る
と
と

も
に
︑
行
政
と
の
連
携
に
よ

り
周
知
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
︑
横
展
開
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
へ
装
着
さ
れ
る
も

の
）︑
②
ふ
ら
つ
き
注
意
喚

起
装
置
︑
車
線
逸
脱
警
報
装

置
︑
車
線
維
持
支
援
制
御
装

置
（
同
３
・
５
㌧
超
の
ト
ラ

ッ
ク
﹇
13
㌧
超
ト
ラ
ク
タ
含

む
﹈
へ
装
着
さ
れ
る
も
の
）︑

③
車
両
安
定
性
制
御
装
置

（
同
３
・
５
㌧
超
22
㌧
以
下

の
ト
ラ
ッ
ク
へ
装
着
さ
れ
る
も

の
）︑
④
先
進
ラ
イ
ト
（
同
３

・
５
㌧
超
の
ト
ラ
ッ
ク
﹇
13

㌧
超
ト
ラ
ク
タ
含
む
﹈
へ
装

着
さ
れ
る
も
の
）
︱
︱
の
装

置
を
搭
載
し
た
事
業
用
の
車

両
を
購
入
等
す
る
場
合
︑
取

得
費
用
の 

２
分
の
１
（
１
車

両
あ
た
り
上
限
：
①
③
10

万
円 

︑
②
５
万
円
︑
④
10

万
円
︑
①
～
④
合
わ
せ
て
15

万
円
）
を
補
助
す
る
︒

　

ま
た
︑②
の
装
置
の
う
ち
︑

同
一
車
両
に
複
数
装
置
を
装

着
す
る
場
合
は
︑
最
も
金
額

の
高
い
装
置
に
対
し
て
の
み

補
助
す
る
︒
対
象
と
な
る
の

は
︑
30
年
４
月
１
日
以
降
に

購
入
（
新
車
新
規
登
録
）
し

た
車
両
︒

　

詳
細
は
各
地
方
運
輸
局
自

動
車
技
術
安
全
部
も
し
く
は

各
運
輸
支
局
に
お
問
い
合
わ

せ
の
こ
と
︒

　

な
お
︑
補
助
金
総
額
を
超

過
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た

場
合
は
︑
申
請
期
間
内
で
あ

っ
て
も
終
了
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
車
両
総
重
量
３

・
５
㌧
以
上
８
㌧
未
満
の
事

経 産 省
総 務 省

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
対
象
に
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

通
じ
て
国
交
省
と
同
様
の
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置

の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

る
︒
申
請
期
間
等
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
所
属
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
︒

 

中
京
圏
も
料
金
見
直
し

高
速
道
路
、
賢
く
使
う

　

国
土
交
通
省
は
11
月
７

日
︑
中
京
圏
の
高
速
道
路
料

金
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金

体
系
見
直
し
に
つ
い
て
の
議

論
を
開
始
し
た
︒
社
会
資
本

整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国

土
幹
線
道
路
部
会
の
下
に

﹁
中
京
圏
小
委
員
会
﹂
を
設

置
し
た
も
の
で
︑
地
元
に
精

通
し
た
有
識
者
も
加
え
た
︒

　

佐
藤
久
美
金
城
学
院
大
学

国
際
情
報
学
部
教
授
︑
森
川

高
行
名
古
屋
大
学
未
来
社
会

創
造
機
構
教
授
を
委
員
に
追

加
し
︑
中
京
圏
の
現
状
と
将

来
像
︑
高
速
道
路
料
金
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
︑
中
京
圏
の
高
速
道
路

料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
議

論
し
た
︒

 

ネ
ッ
ト
通
販
再
配
達
削
減
へ

宅
配
連
絡
会
が
取
組
共
有

　

国
土
交
通
︑
経
済
産
業
両

省
は
11
月
２
日
︑﹁
宅
配
事

業
者
﹂︑﹁
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取

引
）
事
業
者
﹂︑﹁
行
政
﹂
の

３
者
で
構
成
す
る
﹁
生
産
性

向
上
連
絡
会
﹂
を
開
き
︑
こ

れ
ま
で
の
議
論
と
再
配
達
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
事
例

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

Ｅ
Ｃ
宅
配
は
︑
労
働
力
不

足
に
加
え
︑
再
配
達
に
よ
る

非
効
率
化
な
ど
︑
個
々
の
事

業
者
・
業
界
に
よ
る
効
率
化

は
限
界
を
迎
え
て
お
り
︑
宅

配
事
業
者
と
Ｅ
Ｃ
事
業
者
の

連
携
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
︒

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
と
し
て
︑

事
業
者
同
士
に
よ
る
デ
ー
タ

連
携
や
多
様
な
受
取
方
法
の

今
後
の
方
向
性
を
示
し
た
ほ

か
︑再
配
達
削
減
に
つ
い
て
︑

メ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
リ
等
の
活
用
や
︑
不

在
で
も
受
け
取
れ
る
置
き
場

所
指
定
サ
ー
ビ
ス
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め

た
︒

 

グ
リ
ー
ン
物
流

12
月
11
日
に
表
彰

　

経
済
産
業
︑
国
土
交
通
両

省
は
11
月
１
日
︑
平
成
30
年

度
の
﹁
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
﹂
を
12

月
11
日
︑
東
京
・
大
手
町
の

日
経
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム
で
開
催
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

経
産
省
︑
国
交
省
︑
産
業

界
が
主
催
と
な
り
設
立
さ
れ

た
も
の
で
︑
11
日
の
会
議
で

は
︑
持
続
可
能
な
物
流
体
系

の
構
築
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
事
業
者
に
対
し
︑
国
交

大
臣
表
彰
や
経
産
大
臣
表
彰

等
の
各
種
表
彰
を
行
う
︒

 

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
月
間

警
察
庁
な
ど
が
連
携

　

警
察
庁
︑
経
済
産
業
省
︑

国
土
交
通
省
お
よ
び
環
境
省

で
構
成
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

普
及
連
絡
会
で
は
︑ 

11
月
を

﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
﹂

と
し
て
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

普
及
・
推
進
を
図
っ
て
い
る
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡

会
で
は
︑
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で

自
動
車
に
乗
る
機
会
が
増
え

る
11
月
を
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

推
進
月
間
﹂
と
し
︑
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
全
国
各
地
で
の
イ

ベ
ン
ト
等
を
連
携
し
て
推
進

し
︑
積
極
的
な
広
報
を
行
っ

て
い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
ふ
ん
わ
り
ア
ク

セ
ル
ｅ
ス
タ
ー
ト
﹂ 

な
ど﹁
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め
﹂

を
も
と
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

普
及
に
努
め
て
い
る
︒

 

求
車
登
録
件
数
が

大
幅
に
増
加

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃
指
数

平
成
30
年
10
月
分

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
と
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
11
月
５
日
︑
平
成
30

年
10
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

30
年
10
月
の
運
賃
指
数

は
︑前
月
比
３
ポ
イ
ン
ト
減
︑

前
年
同
月
比
15
ポ
イ
ン
ト
増

の
１
３
３
だ
っ
た
︒
10
月
末

の
求
車
登
録
件
数
は
19
万
９

６
８
件
で
︑
前
年
同
月
比
４

万
９
９
５
５
件
増
（
35
・
４

％
増
）
と
大
幅
に
伸
び
た
︒

　

ま
た
︑
運
賃
指
数
と
求
車

登
録
件
数
は
︑
引
き
続
き
例

年
を
大
き
く
上
回
る
水
準
で

推
移
し
た
︒

 

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を刷

新

ス
マ
ホ
か
ら
も
見
や
す
く

　

気
象
庁
は
10
月
17
日
︑
気

象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し

た
︒

　

刷
新
後
の
Ｈ
Ｐ
で
は
︑﹁
天

気
﹂︑﹁
大
雨
・
台
風
﹂︑﹁
地

震
・
火
山
﹂
な
ど
︑
災
害
発

生
時
な
ど
に
知
り
た
い
情
報

に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

ま
た
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
新
設
︒

土
砂
災
害
・
浸
水
害
・
洪
水

に
関
す
る
危
険
度
分
布
を
バ

ナ
ー
か
ら
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
ほ
か
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

位
置
情
報
を
も
と
に
自
分
の

い
る
場
所
の
危
険
度
を
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
︒

　

近
年
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
が
甚
大
化
す
る
中
で
︑
今

回
の
Ｈ
Ｐ
刷
新
に
よ
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
行

中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気

象
情
報
・
災
害
情
報
を
簡
単

に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
︑
荒
天
時
や
災
害
発
生

時
の
運
行
の
安
全
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︒

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
完
成

ト
ラ
ッ
ク
の
長
時
間
労
働
改
善
で

チ
ェ
ー
ン
装
着
の
徹
底
へ　
　
　
　

　
「
予
防
的
通
行
規
制
区
間
」
を
導
入

第
４
回
冬
期
道
路
交
通
確
保
対
策
検
討
委
員
会

表　今冬における大雪時の取り組み方針
取り組み内容 実施内容

⑴ソフト的対応

関係機関との連携強化 ・情報連絡本部を都道府県または県内ブロック単位で設置
・道路管理者、警察、気象台、利用者団体等で構成

タイムラインの策定
・関係道路管理者で合意・策定
・既往スタック例を参考に発動基準を設定
（例：時間 6cm の降雪予測など）

除雪体制の強化
・１～２時間程度で集中除雪に対応した除雪機械配備
・スタック車両牽引用の機器を各区間に配備
・関係道路管理者間の協定により相互支援を構築
（例：IC アクセス区間の地方道など）

予防的通行規制・集中除雪の
実施 ・対象区間を定めて規制・集中除雪の体制を構築

チェーン等の装着の徹底 ・法に基づくチェーン規制の実施
集中的な大雪時需要抑制・迂
回

・大雪緊急発表時（気象庁連携）に外出抑制を呼びかけ、通
行止め規制見通しの予告とともに迂回

立ち往生が発生した場合の迅
速な対応

・本線の即時通行止め、沿道施設管理者との連携、車両滞留
への物資や情報の提供

⑵ハード的対応

スポット対策 チェーン規制区間を対象として、チェーン着脱場・待機場・
情報収集提供装置、規制標識等を設置

基幹的なネットワークの機能
強化 主要国道等の４車線化等を通じネットワークを強化
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ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
問
題
が
︑
深
刻
さ
を
増
し

て
い
ま
す
︒﹁
物
流
が
停
滞
す

る
＝
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
運

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
い

う
事
態
に
陥
れ
ば
︑
我
が
国

の
産
業
活
動
や
消
費
者
行
動

に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
危

険
性
が
一
層
高
ま
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と

っ
て
も
︑
安
定
し
た
事
業
継

続
の
た
め
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
確
保
が
最
重
要
課
題
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
平
成

30
年
２
月
15
日
号
の
﹁
輸
送

月
の
休
日
を
８
日
と
想
定
す

る
と
23
日
稼
働
︑
１
日
平
均

３
・
５
時
間
の
時
間
外
労
働

が
限
度
と
な
り
ま
す
︒
改
善

基
準
告
示
に
お
け
る
１
日
の

拘
束
時
間
が
原
則
13
時
間
で

す
の
で
︑
所
定
内
労
働
時
間

８
時
間
と
休
憩
１
時
間
の
計

９
時
間
と
の
差
は
４
時
間
︒

拘
束
時
間
を
13
時
間
以
内
に

抑
え
て
も
ギ
リ
ギ
リ
と
な
り

ま
す
︒

　

ま
た
︑
手
荷
役
の
削
減
も

大
き
な
改
善
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
ま
す
︒
荷
役
時
間
の
短
縮

効
果
が
期
待
で
き
る
と
と
も

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
力
の

軽
減
効
果
が
多
大
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
︒

　

ま
さ
に
﹁
輸
送
効
率
化
﹂

に
正
面
か
ら
真
剣
に
取
り
組

み
︑
労
働
時
間
の
短
縮
を
は

じ
め
と
す
る
労
働
条
件
の
改

善
を
図
る
こ
と
な
ど
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
確
保
の
条
件
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

に
示
し
て
く
れ
な
い
と
︙
︙
﹂

と
言
わ
れ
た
と
い
う
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
声
を
聞
き

ま
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
荷
主

の
姿
勢
で
は
︑
理
解
と
協
力

を
求
め
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
︑
そ

こ
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
資
料
を
提
出
す
る
な
ど
し

て
荷
主
に
説
明
す
る
こ
と
が

効
率
化
特
集
①
﹂
で
も
述
べ

た
と
お
り
︑
私
は
以
前
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
へ
の
対

応
は
﹁
他
産
業
並
み
の
労
働

条
件
へ
の
改
善
﹂
と
﹁
少
な

い
人
数
で
輸
送
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
﹂
が
両
輪
だ
と
考

必
要
で
す
︒
そ
の
資
料
は
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
国

土
交
通
省
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
︒
公

的
資
料
で
あ
る
こ
と
で
︑
荷

主
も
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
︒

　

具
体
的
な
荷
主
の
理
解
と

協
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
︑

改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

例
え
ば
荷
待
ち
時
間
︒
午
前

８
時
に
時
間
指
定
さ
れ
配
達

し
て
も
︑
順
番
待
ち
の
た
め

荷
卸
し
で
き
た
の
が
午
前
10

時
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
︒
荷
主

側
で
時
間
通
り
荷
卸
し
で
き

る
準
備
を
整
え
て
も
ら
わ
な

い
限
り
︑
荷
待
ち
時
間
は
削

減
で
き
ま
せ
ん
︒
例
え
ば
手

荷
役
︒
パ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の

積
み
込
み
や
荷
卸
し
が
で
き

る
か
ど
う
か
は
︑
発
荷
主
と

え
て
き
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
本
年
６
月
に
働

き
方
改
革
関
連
法
が
可
決
さ

れ
︑
５
年
後
に
は
年
間
９
６

０
時
間
（
月
平
均
80
時
間
）

の
時
間
外
労
働
規
制
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
労

働
条
件
の
改
善
﹂
や
﹁
輸
送

の
仕
組
み
の
見
直
し
﹂に
は
︑

﹁
発
・
着
荷
主
の
理
解
と
協

力
が
必
要
不
可
欠
﹂
で
あ
る

こ
と
も
指
摘
し
て
き
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
そ
も
そ
も
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題
を 

﹃
一

時
的
な
状
況
﹄
や
﹃
運
送
事

業
者
の
問
題
﹄
と
し
か
理
解

し
て
い
な
い
荷
主
企
業
が
ま

だ
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

つ
い
最
近
も
︑
荷
主
企
業

か
ら
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
っ

て
ホ
ン
ト
な
の
？　

客
観
的

着
荷
主
と
の
間
で
パ
レ
ッ
ト

輸
送
の
条
件
を
整
え
て
も
ら

わ
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
︒
仮

に
発
荷
主
と
着
荷
主
で
使
用

す
る
パ
レ
ッ
ト
の
大
き
さ
が

違
っ
て
い
れ
ば
︑
積
み
替
え

の
作
業
が
発
生
し
ま
す
︒
パ

レ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
を
統
一
す
る

こ
と
は
運
送
事
業
者
に
は
で

き
ま
せ
ん
︒

　

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
︑

﹁
輸
送
効
率
化
を
進
め
る
に

は
︑
荷
主
側
の
理
解
と
協
力

が
必
要
﹂
と
説
明
し
続
け
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

向
け
た
取
り
組
み
の
類
型
と

対
応
﹂に
つ
い
て
紹
介
す
る
︑

と
い
う
よ
う
に
２
段
階
に
分

け
て
記
述
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
記
載
内
容
の
中
で

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

の
短
縮
に
は
︑
運
送
事
業
者

だ
け
の
努
力
で
は
難
し
い
﹂

と
指
摘
し
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

し
て
も
︑
荷
主
に
輸
送
効
率

化
を
進
め
る
た
め
の
理
解
と

協
力
を
求
め
る
ツ
ー
ル
と
し

て
︑
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

ぜ
ひ
活
用
す
べ
き
と
思
い
ま

す
︒

⇩

　

実
は
政
府
か
ら
も
﹁
荷
主

側
の
理
解
と
協
力
が
必
要
﹂

と
の
発
信
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
︒
こ
の
11
月
６
日
に
︑
厚

生
労
働
省
︑
国
土
交
通
省
︑

経
済
産
業
省
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
か
ら
﹁
荷
主
と
運

送
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
取

引
環
境
と
長
時
間
労
働
の
改

善
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
︒（
国

交
省
記
者
発
表 http://

www.m
lit.go.jp/report/

press/jidosha 04_
hh_ 000160.htm

l

）（
３
面

に
関
連
）︒

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑

厚
労
省
お
よ
び
国
交
省
に
お

い
て
平
成
27
年
度
よ
り
中
央

お
よ
び
各
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
﹂に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷

主
と
が
連
携
し
て
︑
荷
待
ち

時
間
の
削
減
や
荷
役
作
業
の

効
率
化
な
ど
長
時
間
労
働
の

抑
制
を
図
る
た
め
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
（
実
証
実
験
）
を

平
成
28
年
度
か
ら
２
か
年
度

に
わ
た
り
実
施
し
︑
そ
の
成

果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
︒

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

ま
ず 

①
﹁
取
引
環
境
と
長

時
間
労
働
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
の
進
め
方
﹂
を
﹁
ス

テ
ッ
プ
１
～
７
﹂
と
し
て
提

示
し
︑
②
実
際
の
現
場
改
善

の
事
例
を
も
と
に
﹁
改
善
に

▷
改
善
事
例
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る

第3回目となる「生産性向上国民運動推進協議会」が平成30年2月15日に総理大臣官邸で開催され、坂本克己
全ト協会長は荷主の理解・協力の重要性を改めて強調した

ドライバーが自ら全て手卸しでパレタイズするという現状の改善が必要

坂本会長㊨が石井啓一国土交通大臣㊧に対して「トラック運送業界の働き方改革実現
に向けたアクションプラン」を提出した（3月30日、国土交通省）

今こそ輸送の効率化に正面からの取り組みを！
輸送効率化特集（最終回）

株
式
会
社 

日
通
総
合
研
究
所   

取
締
役
　
大
島
　
弘
明

特別寄稿

深
刻
化
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題

他
産
業
並
み
の
労
働
条
件
に
改
善
へ

少
人
数
で
輸
送
可
能
な
仕
組
み
必
要

荷
主
側
の
理
解
と
協
力
が
必
要

厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

「
荷
主
と
運
送
事
業
者
の
協
力
に
よ
る

取
引
環
境
と
長
時
間
労
働
の
改
善
に

向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の「
長
時
間
労
働
」と「
人
材
不
足
」。

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
輸
送
の
効
率
化
を
避
け

て
は
通
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、

今
年
２
月
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
お
け
る
輸
送
効
率
化
を
目
指
す
た
め

「
中
継
輸
送
」「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
」「
自
動
隊
列
走
行
」「
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
」
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
き
た
。

　
最
終
回
は
、
初
回
に
寄
稿
い
た
だ

い
た
、
㈱
日
通
総
合
研
究
所
取
締
役

の
大
島
弘
明
氏
に
、
現
状
の
分
析
と

今
後
の
課
題
や
提
言
お
よ
び
、
最
新

の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
駐
停
車
対
策
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
再
度
寄
稿
し
て

も
ら
っ
た
。

33

対応例
9

十分な
リード

タイム
の

確保に
よる

安定し
た

輸送の
確保

●　発荷主
の出荷

時刻が
不規則

なケー
スでは

、荷待
ち

時間が
発生す

ること
があり

ます。
これを

発荷主
の

協力に
より出

荷時刻
を定時

として
もらう

ことで
、

リード
タイム

を確保
でき、

適正な
労働時

間を遵
守

した輸
送を行

うこと
ができ

ます。

●　着荷主
への到

着時間
に余裕

がない
ケース

では、

着時間
を守る

ために
トラッ

クドラ
イバー

が十分
な

休憩時
間を取

ること
が難し

いこと
があり

ます。
こ

れを着
荷主の

協力に
より着

時間に
幅を持

たせて
も

らうこ
とで、

十分な
リード

タイム
を確保

でき、
適

正な労
働時間

を遵守
した輸

送を行
うこと

ができ
ま

す。

配送先
ごとの

仕分け
ができ

ていな
い積み

荷、ま
たは積

み

荷され
ていて

もどの
山が該

当する
か不明

な積み
荷が存

在

複数の
荷受け

先に荷
降ろし

をして

いるた
め、そ

の都度
、荷受

け先の

荷持ち
や荷役

に時間
を要し

ている

朝８時
～荷積

み開始

配送先
ごとに

積み荷
を仕分

けして
、「配

送先」
を明確

にする

どの倉
庫にあ

るか、
不明な

青果品
がない

かなど
を荷役

前に確
認する

拘束時間が 18.0 時間から 15.7 時間に短縮

本取組みによってフェリー出港まで余裕を持って集荷をすることができ、

フェリーに乗り遅れて全行程を走行せざるを得ないリスクが低減した。

１運行
で２箇

所程度
の

荷受け
先とす

る

朝 6～
７時に

荷積み
開始

現　状

実証
実験

Befor
e

After

農家
複数のセンターを巡回集荷

複数のセンターを巡回集荷

宮
崎
港

宮
崎
港

神
戸
港

神
戸
港

19：10
発

翌日積
込　　

　

持込み

19：10
発

15：00
積込

翌日7：
30着

翌日7：
30着

20：00
入荷

（市場
要請）

20：00
入荷

（市場
要請）

関西の
市場

関西の
市場

東京の
市場

東京の
市場

セリ開
始

7：00

セリ開
始

7：00

カーフェリー

1日目

1日目

2日目

2日目

3日目

3日目

4日目
カーフェリー

ドライバーA

予冷保管

13:00過ぎに

加工開始

予冷庫

参考事例① ４日目販売の促進により余裕を持った運行を実現

宮崎県

事例集 28p

成功の

ポイント

●　荷主とトラック運送事業者で現場の問題点を確認した

●　荷主、トラック運送事業者が一堂に会し、継続的な改善を検討した

●　荷主の協力により、出荷作業時間の短縮に取り組んだ

参考事例②
「朝積みの時間の前倒し」、「荷物の区分け・整理」、「1 運行の

荷受け先削減」による拘束時間の削減

青森県

事例集 6p

成功の

ポイント

●　荷主、トラック運送事業者間ともに作業の効率化を考え実行することができた 

●　荷主が主体となり、トラック運送事業者と意見交換会を開催し、直接対面する

ことで、さらに良い方向につながった

予冷庫
予冷庫 予冷庫
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対応例10
高速道路の
利用

●　荷主に高速道路料金を負担してもらうことにより、高速道路を利用した運送を行うことができることで、拘束時間の削減に大きな効果があります。
●　高速道路の通行許可が得られないような荷姿の貨物については、製品の設計を変更するなどにより、通行許可が得られるようになる場合があります。
●　運送時間の短縮や、トラック運送事業者が改善基準告示の遵守が困難な運行を行わざるを得ないリスクが低減することによりコンプライアンスの向上につながります。

参考事例① 高速道路使用による運転時間の削減 岐阜県
事例集126p

成功の
ポイント

●　荷主が運送会社からの意見をくみ上げ、改善を実施する体制を構築していた●　コスト負担のあり方について発荷主とトラック運送事業者のどちらが負担すべきか議論する雰囲気ができた

参考事例② 高速道路の有効利用による拘束時間の削減 大分県
事例集72p

成功の
ポイント

●　出荷依頼が前日の12 時までであり、運行計画を作成する時間が確保できていた●　大分県は関西・関東へのフェリー航路が充実していた

実験対象業務

取引先
工　場

発荷主

取引先
工　場

発荷主

配送先

荷主

配送先

荷主

取引先
工　場

発荷主

通常トラック輸送 ( 九州島内顧客、船が使えない顧客）フェリー運休時の緊急輸送）

通常輸送 ( 内航 + トラック）専用バースから専用バースへの海上輸送

コース① 往路 1：40 復路 1：38
コース② 往路 1：25
コース③ 往路 1：33 復路 1：33

コース① 往路 1：25 復路 1：26 27 分の短縮
コース② 往路 1：01 24 分の短縮
コース③ 往路 1：01 復路 1：05 1 時間の短縮

一般道を走行

高速道を走行

陸送

荷主
グループ
物流拠点

納期都合の緊急トラック輸送（関東・関西・中国顧客向け、フェリー + トラック）

フェリーを利用した有人航送 ( 別府▶大阪南港、別府▶八幡浜）

高速道路使用前（3日間平均）

※コース②は片道 (往路 ) のみ高速使用

高速道路使用後（3日間平均）
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対応例12発注量の平準化
●　荷主側の入出荷量に曜日波動や月間波動が存在

することで、貨物量に繁閑差が生じ、入出荷の繁

忙時には車両の不足による無理な運行が発生した

り、受け入れ施設のキャパシティオーバー等によ

る荷待ち時間が発生する一方で、閑散期には積載

率が低くなるなど輸送効率が低下するおそれがあ

ります。●　貨物の入出荷を平準化させることで、こうした繁

閑差による荷待ち時間の短縮や輸送効率の向上に

つなげることができます。

●　荷主にとっては、生産体制の見直しを検討するこ

とにより、荷主自身の作業効率化につながること

が期待できます。

参考事例①
１日当たりの出荷台数の抑制により入荷量を平準化

東京都事例集160p

成功のポイント ●　着側の処理能力を考慮して発側の出荷台数を抑制し、入荷量を平準化すること

により、トラックの待機時間を減らすことができた

参考事例②
ビール工場におけるトラック待機時間の削減及び積込時間の縮減

福島県事例集166p

成功のポイント ●　発荷主における高いコンプライアンス意識を背景にし、トラックドライバーの

長時間労働抑制に向けた協力が得られた

※ LS ･･･※ WFM ･･･ Labor Scheduling の略で、労働者の稼働計画のこと。

Workforce Management の略で、サービス品質を保ったうえで適切なタイミング、適切な場所への人員配置を行う

マネージメント手法のこと。

●　伝票手渡しからバース接車までに長時間の

待機発生（車両が集中する時間帯に発生）

●　入場パッチによる車両コントロール

●　入場車両分散化
●　柔軟な接車バースの変更（構内滞留車両の分散化）

●　多品種少量品のピッキング品や希少品の収集

●　検品に時間を要し、積込生産性悪化

●　リフトマンのレイバースケジューリング（LS）が未機能
●　希少品は予め準備、ピッキング品は事前にバース近くに

収集し、積込に専念できる体制構築

●　WFMによる見える化により、稼働率を高めたLSを実現

待機

待機

積込

積込

Before

After

1 時間

2時間

荷待ち時間
荷役時間

荷役時間

1時間

2時間

荷待ち時間

荷待ち時間

荷待ち時間

荷役時間

荷役時間

荷役時間

荷役時間

3時間

4時間

延べ 12時間分の待機

延べ 3時間分の待機
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.3％の燃費向上、車両故障件数18.5％減少。
交通事故発生件数24.8％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成28年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック

トラック

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

トラック 1月15日（火）

11月21日（水）

11月29日（木）

中国運輸局

東北運輸局
エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

中国運輸局
交通政策部
環境・物流課
☎082-228-3496

中国運輸局５階会議室
広島県広島市中区上八丁堀6番30号
広島合同庁舎4号館

㈱盛岡地域交流センター　マリオス
180会議室
岩手県盛岡市盛岡駅西通二丁目9番1号

青森県観光物産館　アスパム
９階会議室「南部」
青森県青森市安方一丁目1番40号

1月15日（火）

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

9時30分～12時00分

13時30分～16時30分

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

安心の1年保証安心の1年保証

株式会社ターボテクノサービス
〒146-0093  東京都大田区矢口3-28-1-309

FAX:03-3758-3383TEL:03-3758-3381

株式会社エコロジーターボサービス
〒146-0093  東京都大田区矢口3-28-1-308
TEL:03-5741-1511 FAX:03-5741-2211

www.e-tts.com

トラック用トラック用
リビルド ターボチャージャーリビルド ターボチャージャー
全メーカー、全車輌、最新の電子制御ターボに対応！

　

中
継
輸
送
は
︑
宿
泊
が
伴

う
よ
う
な
長
距
離
輸
送
を
１

台
の
ト
ラ
ッ
ク
や
ド
ラ
イ
バ

ー
で
行
う
の
で
は
く
︑
運
行

の
途
中
で
中
継
す
る
輸
送
方

法
で
す
︒

　

つ
い
最
近
︑
実
際
に
中
継

輸
送
を
導
入
し
た
食
品
メ
ー

カ
ー
の
物
流
子
会
社
さ
ん
に

　『
広
報
と
ら
っ
く
』
30
年
２
月
15
日
号
の

「
輸
送
効
率
化
特
集
①
」
で
注
目
さ
れ
る

輸
送
効
率
化
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
紹
介
し
た

中
か
ら
、「
中
継
輸
送
」、「
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
」、「
自
動
隊
列
走
行
」
に
つ
い
て
、

そ
の
後
同
紙
面
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的

な
導
入
事
例
等
が
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
整
理
の
意
味
で
、
各
メ
ニ
ュ
ー

の
進
捗
状
況
や
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
声

な
ど
を
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
︒

　

こ
の
事
業
者
で
は
︑
関
西

と
関
東
間
で
の
在
庫
品
の
輸

送
に
お
い
て
︑
静
岡
県
浜
松

市
を
中
継
拠
点
と
し
て
︑
セ

ミ
ト
レ
ー
ラ
の
ヘ
ッ
ド
を
交

換
す
る
方
式
を
１
運
行
︑
導

入
開
始
し
ま
し
た
︒
こ
の
運

と
実
感
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
︒
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
側
と
し
て
も

事
故
等
の
リ
ス
ク
の
低
減
と

先
進
的
な
取
り
組
み
に
よ
る

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
効
果

を
実
感
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
︒

　

中
継
輸
送
の
実
現
に
は
︑

引
き
続
き
︑
中
継
に
マ
ッ
チ

す
る
荷
物
が
あ
る
か
︑
時
間

が
合
う
か
︑
積
み
替
え
の
場

所
が
あ
る
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
と

ド
ラ
イ
バ
ー
が
固
定
の
場
合
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
替
が
難
し

い
等
々
ハ
ー
ド
ル
は
あ
り
ま

す
が
︑
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

検
討
し
て
み
る
価
値
の
あ
る

メ
ニ
ュ
ー
だ
と
考
え
ま
す
︒

　

な
お
︑今
年
の
10
月
に
は
︑

中
日
本
高
速
道
路
㈱
が
︑
新

東
名
高
速
道
路
の
浜
松
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
に
隣

接
す
る
用
地
に
︑
中
継
物
流

拠
点
﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜

松
﹂を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒

今
後
も
こ
の
よ
う
な
中
継
輸

送
に
利
用
で
き
る
拠
点
の
整

備
が
進
む
こ
と
が
︑
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
︒

が
︑
現
在
全
長
25
㍍
の
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
実

証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
は
21
㍍
）︒

　

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の

導
入
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
る
全
国
物
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
︑
本

年
10
月
に
国
交
大
臣
に
対
し

て
︑
①
早
期
本
格
導
入
に
向

け
た
車
両
の
全
長
や
特
殊
車

両
通
行
許
可
等
の
基
準
緩

和
︑
②
高
速
道
路
の
車
線
や

Ｓ
Ａ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
等
に

つ
い
て
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

に
対
応
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
︑

③
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を

各
社
が
購
入
す
る
際
の
補
助

の
拡
大
︱
︱
を
提
言
し
ま
し

た
︒

　

こ
の
仕
組
み
は
︑
中
小
事

業
者
で
も
︑
例
え
ば
幹
線
輸

送
の
部
分
は
連
結
し
て
輸
送

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
︑

幹
線
（
長
距
離
）
輸
送
の
効

率
化
に
資
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

フ
ル
ト
レ
ー
ラ
を
活
用
す

る
こ
と
で
︑
通
常
の
大
型
10

㌧
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
を
１
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
輸
送
す
る

も
の
で
す
︒
現
在
の
ト
ラ
ッ

ク
の
全
長
規
制
は
21
㍍
で
す

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る

自
動
運
転
の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ

ク
の
自
動
隊
列
走
行
は
︑
先

頭
車
両
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が

乗
車
し
︑
後
続
車
両
は
自
動

走
行
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
無

人
走
行
す
る
と
い
う
も
の
で

す
︒
早
け
れ
ば
︑
２
０
２
２

年
に
事
業
化
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
す

で
に
昨
年
度
か
ら
高
速
道
路

　
﹁
輸
送
効
率
化
﹂
を
き
わ
め
て
単
純
に

整
理
す
る
と
︑
①
同
じ
輸
送
を
︑
よ
り
短

時
間
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
︑
②
同

じ
輸
送
を
︑
よ
り
人
手
を
か
け
な
い
で
実

施
で
き
る
よ
う
に
す
る
︱
︱
と
考
え
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
︒
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
業
界
の
慣
例
を
飛

び
越
え
た
柔
軟
な
発
想
で
輸
送
の
仕
組
み

を
考
え
︑
試
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
︒

　

ま
た
︑
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
︑
物

流
条
件
の
調
整
や
見
直
し
な
ど
荷
主
の
理

解
と
協
力
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
は
ず
で
す
︒
協
力
の
結
果
が
﹁
安
定
し

た
輸
送
力
の
供
給
﹂と
い
う
形
と
な
れ
ば
︑

ま
さ
し
く
荷
主
の
た
め
に
も
な
り
︑
荷
主

と
の
Ｗ
ｉ
ｎ
︱
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
が
構
築
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

大
手
事
業
者
︑中
小
事
業
者
関
係
な
く
︑

多
く
の
物
流
現
場
で
輸
送
の
効
率
化
を
進

め
る
改
善
の
余
地
は
︑
ま
だ
沢
山
あ
る
と

思
い
ま
す
︒ 

了

上
で
の
実
証
実
験
が
開
始
さ

れ
て
お
り
︑
今
年
度
も
11
月

に
上
信
越
自
動
車
道
の
藤
岡

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

～
更
埴
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
で
実
証
中

で
︑
12
月
に
は
新
東
名
高
速

道
路
の
浜
松
Ｓ
Ａ
と
遠
州
森

町
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
間
に

て
︑
昨
年
度
よ
り
短
い
車
間

距
離
で
の
隊
列
走
行
実
験
等

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
︒

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い
て

は
︑﹁
フ
ェ
リ
ー
航
送
に
よ
る

長
時
間
労
働
削
減
﹂
と
﹁
発

荷
主
と
の
協
議
に
よ
る
輸
送

体
制
見
直
し
﹂
に
つ
い
て
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
︒
こ

の
例
で
は
︑
県
産
の
野
菜
や

果
物
な
ど
を
︑
宮
崎
県
か
ら

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
（
大

田
市
場
）
ま
で
︑
高
速
道
路

優
先
で
陸
路
運
行
す
る
と
約

１
４
０
０
㌔
㍍
︑
17
時
間
余

り
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

こ
の
た
め
︑
宮
崎
県
か
ら
兵

庫
県
ま
で
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に

乗
船
し
︑
同
区
間
を
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
し
ま
し
た
︒
こ
の

方
法
を
と
る
と
︑
神
戸
港
か

ら
大
田
市
場
ま
で
は
高
速
道

路
利
用
で
︑
改
善
基
準
告
示

を
遵
守
し
た
運
行
で
到
着
が

可
能
で
す
︒
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
で
︑
大
幅

に
労
働
時
間
を
短
縮
し
︑
輸

送
効
率
化
に
成
功
し
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
こ
こ
で
一
つ
問
題

が
あ
り
ま
し
た
︒
フ
ェ
リ
ー

の
乗
船
締
切
時
間
に
ト
ラ
ッ

ク
︑
ト
レ
ー
ラ
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
関
東
・
中
京

地
区
向
け
の
運
行
に
つ
い
て
︑

前
日
夕
方
ま
で
に
出
荷
数
量

を
確
定
し
︑
出
荷
当
日
午
前

中
か
ら
積
み
込
み
︑
正
午
ま

で
に
出
発
で
き
る
輸
送
体
制

に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
︒

こ
の
結
果
と
し
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
心
理
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
や
︑
時

間
的
余
裕
か
ら
配
車
精
度
が

上
が
り
︑
積
載
効
率
が
向
上

す
る
と
と
も
に
︑
貨
物
事
故

も
な
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒

行
は
︑
も
と
も
と
改
善
基
準

告
示
は
遵
守
で
き
て
い
ま
し

た
が
︑
運
行
全
体
で
は
３
日

間
運
行
の
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
家
に
帰
れ
る
の
は
３
日

目
と
な
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
負
荷
を
懸
念
し
て
い
た
と

の
こ
と
︒
そ
こ
で
中
継
輸
送

を
導
入
し
た
結
果
︑
実
際
に

担
当
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

は
︑﹁
毎
日
家
に
帰
る
こ
と
が

で
き
︑
負
荷
が
軽
減
す
る
﹂

ト
ピ
ッ
ク
ス

駐
停
車
対
策
の
状
況

　

都
市
内
の
集
配
作
業
に
お

い
て
︑
以
前
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

の
駐
停
車
可
能
な
場
所
が
少

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

し
た
︒

　

平
成
18
年
度
か
ら
︑
駐
車

違
反
の
取
り
締
ま
り
に
民
間

監
視
員
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
大
規
模
な
商

業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な

ど
以
外
で
は
貨
物
車
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
な
く
︑
い
ま
だ

に
路
上
等
へ
の
駐
車
を
余
儀

な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
問
題
で
す
︒
こ
れ
も
広
い

意
味
で
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
厳
し
い
労
働
条
件

の
一
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
︒

　

こ
の
問
題
︑
政
府
に
よ

る
﹁
自
動
車
運
送
事
業

の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂

に
お
け
る
﹃
直
ち
に
取
り

組
む
施
策
﹄
の
中
に
︑
生

産
性
向
上
（
ム
ダ
の
解

消
）
と
い
う
項
目
の
一
つ

と
し
て
﹁
貨
物
集
配
中
の

車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の

見
直
し
﹂
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
︒
こ
れ
を
受
け
て
東

京
都
内
で
は
︑
駐
車
規

制
の
見
直
し
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
︒
そ
の
例
と
し
て
︑

新
橋
駅
近
く
の
国
道
15

号
に
︑
貨
物
車
専
用
の
駐
車

帯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
）︒
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
︑
規

制
と
し
て
﹁
貨
物
集
配
中
の

貨
物
車
に
限
る
﹂
と
し
て
お

り
︑
運
用
面
で
20
分
以
内
の

利
用
へ
の
協
力
を
求
め
て
い

ま
す
︒
過
去
に
私
も
貨
物
車

の
路
上
駐
車
の
実
態
調
査
を

実
施
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す

が
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
は
平

均
で
20
分
以
内
と
の
実
態
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
︒
今
後
︑

貨
物
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
︑
少
し
で

も
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
利
用

で
き
る
よ
う
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
︒
確
実
に
駐
車
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
︑
駐
車
ス

ペ
ー
ス
探
し
に
要
す
る
ム
ダ

な
時
間
を
減
ら
す
こ
と
も
期

待
で
き
ま
す
︒

宮崎フェリーターミナルでフェリーに乗り込む東京・大田市場行きの大型トレーラ（エース
総合運輸㈱）

⑴
中
継
輸
送

⑵
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク⑶

自
動
隊
列
走
行

⑷
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト30

年
６
月
に
行
わ
れ
た
「
隊
列
走

行
」
実
験
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

関東―関西間などの長距離運行を１台の運行車両につき２人体制に（㈲ハロー・テンリュー）

通常の大型トラック2台分の貨物輸送が可能なダブル連結トラック（日本梱包運輸倉庫㈱）

輸
送
効
率
化
メ
ニ
ュ
ー
の
進
み
具
合  

（
４
面
か
ら
続
く
）

柔
軟
な
発
想
で
の
輸
送
の
仕
組
み
づ
く
り
を

まとめ
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福
井
県
坂
井
市
に
本
社
を

構
え
る
春
江
貨
物
㈱
は
︑
小

型
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ト
レ
ー
ラ

ま
で
多
種
多
様
な
車
種
を
保

有
し
︑
地
場
輸
送
か
ら
長
距

離
輸
送
ま
で
幅
広
く
手
が
け

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
ま
ず
こ
の
数
年
に

お
け
る
当
地
で
の
降
雪
状
況

を
尋
ね
る
と
︑
福
井
平
野
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
坂
井
市
で

は
︑
近
年
は
暖
冬
の
影
響
な

ど
も
あ
っ
て
︑
昔
ほ
ど
雪
が

積
も
ら
な
く
な
っ
て
い
た
と

い
う
︒
例
年
︑
１
月
初
旬
に

雪
が
降
り
始
め
る
が
︑
２
月

中
旬
ま
で
の
間
に
２
回
ほ
ど

積
雪
の
あ
る
年
も
あ
れ
ば
︑

ほ
と
ん
ど
積
雪
の
な
い
よ
う

な
年
も
あ
っ
た
と
い
う
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
冬
に
関

西
方
面
か
ら
北
陸
方
面
に
車

で
向
か
っ
た
場
合
︑
滋
賀
県

で
は
天
気
が
良
く
て
も
︑
嶺れ

い

南な
ん

地
域
に
あ
る
敦
賀
を
過
ぎ

て
福
井
市
の
あ
る
嶺
北
地
域

に
入
る
と
一
転
し
て
雪
が
降
っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
︒

そ
の
た
め
︑
関
西
方
面
か
ら

福
井
方
面
に
戻
っ
て
く
る
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

は
︑﹁
関
西
で
の
好
天
に
油

断
す
る
こ
と
な
く
︑
早
め
に

福
井
の
気
象
情
報
や
道
路
情

報
を
入
手
し
︑
福
井
で
雪
が

降
っ
て
い
る
際
に
は
雪
道
に
し

っ
か
り
と
備
え
た
上
で
戻
っ

て
く
る
よ
う
に
﹂
と
注
意
を

促
し
て
い
る
︒

　

同
社
の
車
両
の
中
に
は
︑

福
井
よ
り
も
さ
ら
に
多
い
積

雪
が
見
込
ま
れ
る
長
野
県
や

新
潟
県
︑
ま
た
東
北
地
方
に

向
か
う
車
両
も
あ
る
︒
そ
こ

で
︑
長
距
離
運
行
を
行
う
車

両
に
は
︑
チ
ェ
ー
ン
や
ス
コ
ッ

プ
︑
け
ん
引
時
に
使
用
す
る

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
や
シ
ャ
ッ
ク

ル
︑
雪
道
で
ス
タ
ッ
ク
し
た

場
合
に
使
う
脱
出
用
の
布
︑

懐
中
電
灯
な
ど
を
積
載
し
︑

雪
道
に
備
え
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
雪
道
に
限
ら
ず
︑

気
温
が
低
下
し
て
路
面
が
凍

結
す
る
と
タ
イ
ヤ
が
滑
り
や

す
く
な
り
︑
ス
リ
ッ
プ
事
故

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
︒
同
社

で
は
︑
例
年
12
月
初
旬
か
ら

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
履

き
替
え
を
始
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　

併
せ
て
11
月
に
は
︑
毎
月

実
施
し
て
い
る
安
全
会
議
の

中
で
冬
場
に
備
え
た
点
検
項

　

と
こ
ろ
で
︑
今
年
は
﹁
平

成
30
年
７
月
豪
雨
﹂
の
よ
う

に
︑﹁
何
十
年
ぶ
り
﹂
と
も

表
現
さ
れ
る
よ
う
な
集
中
豪

雨
が
局
地
的
に
発
生
し
た

が
︑
雪
に
関
し
て
も
同
じ
よ

う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
︒
過
去
10
年

間
で
積
雪
の
深
さ
が
観
測
史

上
最
高
を
更
新
し
た
地
点
が

日
本
全
国
で
３
割
以
上
あ

り
︑
普
段
雪
の
少
な
い
地
域

も
含
め
︑
記
録
的
な
降
雪
が

局
所
的
に
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
︒

　

昨
シ
ー
ズ
ン
も
︑
今
年
１

月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
︑
普
段
雪
が
少
な
く
︑
雪

に
不
慣
れ
な
地
域
で
も
あ
る

東
京
都
心
で
４
年
ぶ
り
に
積

雪
が
20
㌢
㍍
を
超
え
︑
首
都

高
速
道
路
が
通
行
止
め
に
追

目
に
つ
い
て
取
り
上
げ
︑
ス

ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
へ
の
備
え
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
ほ

か
︑
ト
ラ
ッ
ク
で
の
雪
道
走

行
の
経
験
の
な
い
新
人
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
教
育
も
実
施
︒

﹁
気
温
が
３
度
以
下
に
な
っ

た
際
に
は
︑
道
路
の
凍
結
に

十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
︑

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
し
︑

車
間
距
離
を
十
分
確
保
す
る

よ
う
に
﹂と
指
導
し
て
い
る
︒

い
込
ま
れ
た
ほ
か
︑
中
央
環

状
線
で
は
長
時
間
に
わ
た
り

車
両
滞
留
も
発
生
し
て
い
る
︒

　

福
井
平
野
で
も
︑
こ
れ
と

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
雪
が
降

り
︑
こ
の
時
は
か
な
り
の
積

雪
と
な
っ
た
︒
後
藤
隆
一
社

長
は
こ
の
時
の
状
況
に
つ
い

て
︑﹁
報
道
な
ど
に
よ
っ
て﹃
近

年
︑
雪
の
降
り
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
﹄
と
は
意
識
し

て
い
ま
し
た
が
︑
ま
だ
半
信

半
疑
だ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
︑

こ
の
時
は
当
地
で
の
雪
の
降

り
方
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
心

配
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
﹂

と
振
り
返
る
︒

　

た
だ
︑
降
雪
が
も
た
ら
す

道
路
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
不

安
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
︒
冬
に
近
畿
方
面
か

ら
福
井
へ
と
通
じ
る
国
道
８

号
を
走
行
す
る
場
合
︑
近
畿

地
方
は
好
天
で
あ
っ
て
も
福

井
の
山
間
部
で
は
雪
が
降
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
︒
雪
道

に
慣
れ
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
が
雪
道
へ
の
十
分
な
備
え

を
せ
ず
に
福
井
市
内
ま
で
向

か
お
う
と
す
る
と
︑
嶺
北
地

後藤　隆一
代表取締役多種多様な車種を保有し、地場輸送から長距離輸送までオールマイティーに手がける同社

チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
雪
道
装
備
を
万
全
に

11
月
開
催
の
安
全
会
議
で
注
意
を
促
す

積
雪
１
４
０
㌢
㍍
を
超
え
た
37
年
ぶ
り
の
大
雪

「
北
陸
の
動
脈
」
国
道
８
号
が
麻
痺
状
態
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
街
中
で
の
滞
留
」

先
が
見
え
な
い
中
で
役
立
っ
た
「
ラ
ジ
オ
の
情
報
」

域
と
嶺
南
地
域
を
分
か
つ
峠

道
で
走
行
不
能
と
な
っ
て
滞

留
し
︑
通
行
止
め
の
引
き
金

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少

な
く
な
い
と
い
う
︒

　
﹁
雪
道
に
慣
れ
て
い
な
い
車

が
通
行
止
め
の
原
因
に
な

り
︑
降
雪
の
際
に
は
敦
賀
北

部
の
峠
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
︒一
方
で
︑

福
井
平
野
で
は
近
年
は
雪
が

少
な
く
︑
ま
た
福
井
・
石
川

・
富
山
の
雪
の
多
い
地
域
の

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
雪
へ
の

装
備
も
万
全
に
行
っ
て
い
る

た
め
︑
福
井
平
野
や
福
井
・

石
川
県
境
で
交
通
麻
痺
が
起

こ
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
︒
い
ま
振
り
返
る
と
︑

敦
賀
付
近
で
は
道
路
交
通
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
︑
除
雪

な
ど
道
路
の
雪
対
策
が
万
全

に
行
わ
れ
て
い
た
一
方
︑
近

年
の
小
雪
も
あ
っ
て
︑
福
井

平
野
な
ど
で
は
豪
雪
時
へ
の

備
え
が
や
や
不
十
分
に
な
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
﹂

と
後
藤
社
長
は
語
る
︒

　

６
日
に
な
り
︑
国
道
８
号

の
渋
滞
に
よ
っ
て
同
社
の
車

両
２
台
が
立
ち
往
生
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

そ
の
う
ち
１
台
は
地
場
輸

送
の
車
両
で
︑
福
井
市
内
で

荷
物
を
積
載
し
︑
坂
井
市
丸

岡
ま
で
配
達
に
行
く
途
中
で

あ
っ
た
︒
そ
の
車
両
は
︑
６

日
昼
前
か
ら
の
国
道
８
号
通

行
止
め
に
よ
っ
て
身
動
き
が

取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
︑

乗
務
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同

社
の
事
務
所
に
電
話
連
絡
を

入
れ
た
︒
立
ち
往
生
に
な
っ

た
場
所
が
事
務
所
か
ら
比
較

的
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑

後
藤
社
長
が
そ
の
場
所
に
向

か
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
交
代

し
て
車
内
で
通
行
止
め
解
除

を
待
つ
こ
と
に
し
た
︒

　

そ
の
場
所
は
街
中
で
︑
近

く
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
あ

っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
食
糧
や

ト
イ
レ
の
心
配
は
な
か
っ
た
︒

携
帯
電
話
も
繋
が
っ
て
お
り
︑

必
要
に
応
じ
て
会
社
と
の
連

絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
︒

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン

が
か
か
れ
ば
携
帯
電
話
の
充

電
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
た

め
︑
後
藤
社
長
に
は
当
初
そ

れ
ほ
ど
の
不
安
感
は
な
か
っ

た
と
い
う
︒

　

し
か
し
︑
雪
の
降
り
方
が

非
常
に
激
し
か
っ
た
た
め
周

　

さ
て
︑
今
年
１
月
の
大
雪

に
続
き
︑
日
本
付
近
に
強
い

寒
気
が
南
下
し
た
た
め
︑
２

月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

北
日
本
と
︑
東
日
本
・
西
日

本
の
日
本
海
側
の
広
い
範
囲

で
大
雪
と
な
っ
た
︒
福
井
県

嶺
北
地
方
で
は
︑
５
日
16
時

～
６
日
16
時
の
24
時
間
降
雪

量
が
平
地
で
も
60
㌢
㍍
を
超

え
る
記
録
的
な
大
雪
と
な

り
︑
福
井
市
で
は
昭
和
56
年

以
来
37
年
ぶ
り
に
最
深
積
雪

が
１
４
０
㌢
㍍
を
超
え
る
大

雪
に
見
舞
わ
れ
た
︒
表
の
通

り
︑
５
日
深
夜
に
北
陸
自
動

車
道
の
一
部
区
間
が
通
行
止

め
と
な
っ
た
こ
と
で
︑
国
道

８
号
に
交
通
が
集
中
︒
そ
の

結
果
︑
立
ち
往
生
す
る
車
が

各
所
で
発
生
し
︑
６
日
朝
に

は
車
両
の
滞
留
が
常
態
化
︒

６
日
11
時
～
９
日
５
時
の
66

時
間
に
わ
た
っ
て
国
道
８
号

が
通
行
止
め
と
な
り
︑
最
大

滞
留
車
両
は
約
１
５
０
０
台

に
も
及
ん
だ
︒

辺
の
道
路
の
除
雪
が
追
い
付

か
ず
︑
車
は
長
い
間
同
じ
場

所
で
の
滞
留
を
強
い
ら
れ
た
︒

バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
で
ト
ラ
ッ

ク
の
後
方
を
見
る
と
︑
雪
に

埋
も
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る

乗
用
車
が
あ
っ
た
︒
乗
用
車

の
場
合
︑
マ
フ
ラ
ー
が
雪
で

詰
ま
っ
て
し
ま
い
︑
乗
員
が

一
酸
化
炭
素
中
毒
で
亡
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
︒

後
藤
社
長
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
に

積
ん
で
あ
っ
た
ス
コ
ッ
プ
で
雪

を
か
き
分
け
︑
乗
用
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
﹁
大
丈
夫
か
﹂

と
声
を
か
け
て
励
ま
し
た
︒

　

そ
の
場
所
で
一
晩
過
ご
し
︑

翌
７
日
に
な
っ
て
︑
後
藤
社

長
は
駆
け
つ
け
た
自
衛
隊
の

隊
員
か
ら
燃
料
や
パ
ン
を
も

ら
っ
た
︒
そ
れ
で
初
め
て﹁
今

回
の
雪
は
想
像
を
は
る
か
に

超
え
る
よ
う
な
豪
雪
だ
っ
た
︒

自
分
は
こ
の
豪
雪
に
よ
っ
て

被
災
し
た
の
だ
﹂
と
の
思
い

を
も
っ
た
と
い
う
︒

　

降
雪
量
の
多
い
状
況
は
７

日
未
明
ま
で
に
過
ぎ
︑
７
日

の
日
中
は
そ
れ
ほ
ど
の
量
の

雪
は
降
ら
な
か
っ
た
︒
し
か

し
︑
降
り
始
め
か
ら
の
累
積

降
雪
量
は
１
㍍
以
上
に
も
達

し
︑
国
道
８
号
上
の
滞
留
車

両
の
数
も
非
常
に
多
か
っ
た

た
め
︑
そ
の
後
も
遅
々
と
し

て
除
雪
作
業
は
進
ま
ず
︑
先

の
見
え
な
い
状
況
が
長
く
続

11月の安全会議ではスノーシーズンに向けての
備えについて取り上げている

　
近
年
、
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
で
、
幹
線
道
路
の
通
行
止

め
や
車
の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で
発

生
し
て
い
る
。

　
今
年
２
月
に
は
、
北
日
本
と
、
東
日
本

・
西
日
本
の
日
本
海
側
の
広
い
範
囲
で

大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
特
に
福
井
県
嶺れ

い
ほ
く北

地
域
で
は
高
速
道
路
や
直
轄
国
道
が
通

行
止
め
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
長

時
間
に
わ
た
っ
て
深
刻
な
交
通
障
害
が
発

生
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
同
大
雪
に
よ
っ
て
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
業
務
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
、
福
井
県
坂
井
市
に
本
社
を
構
え
る

春
江
貨
物
㈱
（
後
藤
隆
一
代
表
取
締
役
）

を
訪
ね
、
当
時
の
対
応
や
冬
期
に
お
け

る
安
全
運
行
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
今

後
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

表　国道 8 号・北陸道における降雪・通行止め対応の状況
平成
30 年
２月
４日

降雪が始まる

23:19 大雪警報発令に伴い、福井県・県警などにより「福井県冬
期道路情報連絡室」が設置される
※大雪警報：12 時間降雪量 30cm 以上の予測で発表＊

５日

21:00 降り始めからの累積降雪量が 20cm を超える

23:00 ～ 翌 6 日 1:00 頃にかけて、雪の降り方がピークを迎える（時
間降雪量約 7cm）

23:40 北陸自動車道（武生インターチェンジ［IC］～砺波 IC 間）
通行止め⇒国道 8 号に交通が集中

６日

0:00 頃～ 国道 8 号で立ち往生車両が発生。個別に対応、移動
※滞留は発生したが、その後解消を確認

6:00 頃～ 国道 8 号の滞留が長時間化
7:00 降り始めからの累積降雪量が 50cm を超える
8:30 大型車の脱輪などによるスタックが発生（滞留が常態化）

11:00
5 日 23 時からの 12 時間で 45cm の降雪を記録
国道 8 号の通行止め開始（最大滞留車両　約 1,500 台）

昼頃 同社のトラックが同社近くの国道 8 号で立ち往生。
後藤社長がドライバーと交代して車内に留まる

13:40 災害対策基本法の適用
23:00 降り始めからの累積降雪量が 1m を超える

7 日

1:00 降雪量が少なくなる
2:40 ～ 北陸道の無料措置開始（加賀 IC ～丸岡 IC 間、敦賀方面）

※�自衛隊、消防、警察、自治体、他地方整備局と連携し、
除雪作業を実施

3:10 ～ 北陸道の無料措置開始（加賀 IC ～丸岡 IC 間、金沢方面）

6:30 ～ 北陸道の無料措置開始区間の拡大（福井 IC ～丸岡 IC 間、
両方向）

17:00 金津 IC 付近から石川県側（北側）の滞留車両解消
※順次、自衛隊や除雪機械などの増強

８日
1:00 降り始めからの累積降雪量が 111cm に達する
昼頃 後藤社長が乗車するトラックが同社に戻る

９日
1:00 全ての滞留車両が解消（脱輪車除く）

5:00
国道 8 号全線において通行規制解除
北陸道の無料措置解除

＊大雪警報発表の目安となる降雪量は、地域によって異なる。
・本表の降雪量は、福井県あわら市熊坂に設置された国交省熊坂観測所で観測されたデータによる。
（出典）国土交通省近畿地方整備局発表資料（平成 30 年 4 月 10 日）

後
藤
社
長
は
丸
2
日
に
わ
た

り
、立
ち
往
生
と
な
っ
た
同
社
の

ト
ラ
ッ
ク
の
車
内
に
留
ま
っ
た

《スノーシーズン間近》冬期における安全運行特集

油断は禁物 雪道への備え十分に
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る「
豪
雪
」で
被
災

国
道
通
行
止
め
で
丸
２
日
間
足
止
め
に

〈
福
井
県
坂
井
市　

春
江
貨
物
株
式
会
社
〉
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２つの「狩り」が同じ山に…!?

141「
旬
の
味
に
癒
さ
れ
る
⑧
」 

お
で
ん
種
な
ら
、焼
き
ち
く
わ

　

休
憩
や
運
転
明
け
の
一
食

は
︑
汁
気
の
あ
る
も
の
︑
温

か
い
も
の
が
う
れ
し
い
︒
こ

の
時
季
な
ら
お
で
ん
定
食
が

い
ち
ば
ん
だ
︒

　

種た
ね

は
大
根
︑こ
ん
に
ゃ
く
︑

卵
が
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
と
よ
く

い
わ
れ
る
け
れ
ど
︑
ち
く
わ

の
存
在
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
い
け
な
い
︒
前
の
３
種
は

つ
ゆ
を
吸
い
込
ん
で
お
い
し

く
な
る
タ
イ
プ
だ
が
︑
ち
く

わ
は
自
分
か
ら
だ
し
を
出
す

と
と
も
に
︑
つ
ゆ
を
た
っ
ぷ

り
含
む
と
い
う
ギ
ブ
・
ア
ン

ド
・
テ
イ
ク
の
す
ぐ
れ
種
な

の
だ
︒

　

ち
く
わ
の
お
い
し
さ
は
魚

の
う
ま
味
と
と
も
に
︑
し
こ

し
こ
感
︑
ぷ
り
ぷ
り
感
に
あ

る
︒
こ
の
食
感
を
﹁
ア
シ
が

強
い
﹂
と
い
っ
て
と
り
わ
け

れ
に
し
て
も
︑﹁
焼
き
魚
に
し

て
う
ま
い
魚
が
ち
く
わ
向
き
﹂

と
の
こ
と
だ
か
ら
︑
原
料
は

ぴ
ち
ぴ
ち
の
獲
れ
た
て
だ
︒

　

さ
て
︑
豊
橋
の
繁
華
街
・

広
小
路
に
あ
る
ヤ
マ
サ
直
営

店
﹁
広
小
路
で
ん
で
ん
﹂︒

カ
ウ
ン
タ
ー
で
湯
気
を
立
て

て
い
る
の
は
︑
二
つ
の
大
鍋

に
入
っ
た
お
で
ん
︒
醤
油
つ

ゆ
と
味
噌
つ
ゆ
の
２
種
と
い

セ
ン
ス
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張

る
満
足
感
と
い
っ
た
ら
な
い
︒

何
よ
り
︑
魚
の
す
り
身
を
細

竹
に
巻
き
付
け
て
焼
く
と
い

う
ち
く
わ
の
原
点
が
気
軽
に

体
験
で
き
る
し
︑
ち
く
わ
の

穴
は
細
い
棒
を
抜
い
た
跡
で

あ
り
︑
切
り
口
が
竹
の
輪
に

似
て
い
る
か
ら
名
が
付
い
た

こ
と
も
よ
く
分
か
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

大
切
に
し
て
い
る
の
は
︑
愛

知
県
豊
橋
市
の
﹁
ヤ
マ
サ
ち

く
わ
﹂︒
ち
く
わ
の
弾
力
感

は
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
か
ら

生
ま
れ
る
の
で
︑
原
料
は
日

本
近
海
の
生
魚
に
こ
だ
わ

り
︑
三
河
湾
︑
遠
州
灘
産
を

中
心
に
︑イ
シ
モ
チ
（
グ
チ
）︑

ハ
モ
︑
エ
ソ
を
主
に
用
い
る
︒

さ
ら
に
︑
鯛
な
ど
を
用
い
る

特
製
ち
く
わ
も
あ
る
︒
い
ず

う
贅
沢
ぶ
り
は
︑
見
て
い
る

だ
け
で
心
が
温
ま
る
う
え
︑

ち
く
わ
を
は
じ
め
と
す
る
練

り
物
は
一
煮
立
ち
さ
せ
た
ば

か
り
で
弾
力
感
に
あ
ふ
れ
て

い
る
︒

　

も
う
一
品
注
文
す
る
な

ら
︑
卓
上
コ
ン
ロ
の
炭
火
で

お
客
が
自
分
で
焼
く
セ
ル
フ

ち
く
わ
が
い
い
︒
歯
応
え
が

す
ば
ら
し
く
︑
魚
肉
の
エ
ッ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜駐停車の方法編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（教則第5章第8節3駐車、停車の
方法1）歩道や路側帯のない道路では、
道路の左端に沿うこと。
※�0.75メートル以上の余地をあけて駐
停車する場合とは、駐停車が禁止さ
れていない路側帯で、かつ、幅が広
い路側帯に駐停車する場合である。 

❷ ×（教則第5章第8節3駐車、停車の
方法3）白の実線と破線の路側帯は「駐
停車禁止路側帯」なので、幅が広い場
合でも、その中に入って駐停車すること
はできない。

❸ ○（教則第5章第8節3駐車、停車の
方法3）白の2本線の標示のある路側帯
は「歩行者用路側帯」なので、幅が広
い場合でも、その中に入って駐停車す
ることはできない。

❹ ○（教則第5章第8節3駐車、停車の
方法4）高速道路では歩行者の通行が
禁止されているので、路側帯に入って、
道路の左端に沿って駐停車する。

❺ ○（教則第5章第8節3駐車、停車の
方法5）道路に平行して駐停車している
車と並んで駐停車しない。

　

街
中
で
想
像
以
上
の
大
雪

に
見
舞
わ
れ
︑
輸
送
業
務
に

深
刻
な
影
響
を
受
け
た
同

社
︒
昨
シ
ー
ズ
ン
の
経
験
を

踏
ま
え
︑
今
シ
ー
ズ
ン
に
お

け
る
想
定
外
の
豪
雪
へ
の
対

応
策
に
つ
い
て
聞
い
た
︒

　

同
社
で
は
昨
シ
ー
ズ
ン
の

大
雪
の
時
に
︑
長
距
離
運
行

い
た
︒﹁
い
つ
ま
で
不
通
の
状

態
が
続
く
の
か
﹂﹁
い
つ
会
社

に
戻
れ
る
の
か
﹂
と
い
っ
た

情
報
が
現
地
で
は
な
か
な
か

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
︑
後
藤
社
長
は
ラ
ジ
オ
で

得
ら
れ
た
情
報
の
大
切
さ
を

痛
感
し
た
と
い
う
︒

　

結
局
︑
後
藤
社
長
は
丸
２

日
そ
の
場
所
に
留
ま
る
こ
と

を
担
う
大
型
車
は
積
雪
路
面

で
も
横
滑
り
に
強
い
亀
甲
型

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
て
い
た
一

方
︑
地
場
輸
送
中
心
の
２
㌧

車
な
ど
で
は
楽
に
装
着
で
き

る
ワ
ン
タ
ッ
チ
チ
ェ
ー
ン
を
装

備
し
て
い
た
︒
こ
の
チ
ェ
ー
ン

は
︑
雪
に
は
ま
っ
て
動
け
な

く
な
っ
た
時
の
︑
あ
く
ま
で

に
な
り
︑
８
日
の
昼
に
な
っ
て

滞
留
状
態
が
解
消
さ
れ
︑
よ

う
や
く
会
社
に
戻
る
こ
と
が

で
き
た
︒

　

な
お
︑
も
う
１
台
は
︑
石

川
県
か
ら
福
井
県
に
戻
っ
て

く
る
途
中
︑
石
川
県
と
福
井

県
の
県
境
付
近
で
立
ち
往
生

と
な
り
︑
自
衛
隊
に
よ
っ
て

救
出
さ
れ
た
と
い
う
︒

非
常
用
で
あ
る
︒
先
に
も
述

べ
た
通
り
︑
近
年
は
福
井
平

野
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
雪
が
降

ら
な
か
っ
た
た
め
︑
地
場
輸

送
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
は
チ
ェ

ー
ン
を
装
着
す
る
こ
と
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
と

い
う
︒

　

し
か
し
︑
雪
の
降
り
方
が

大
き
く
変
化
し
︑
福
井
平
野

で
も
豪
雪
に
備
え
る
必
要
が

出
て
き
た
こ
と
か
ら
︑
今
年

は
小
型
車
も
含
め
全
車
両
分

の
亀
甲
型
チ
ェ
ー
ン
を
確
保

し
た
と
い
う
︒

　
﹁
昨
シ
ー
ズ
ン
の
雪
の
降
り

方
は
︑
こ
れ
ま
で
の
降
り
方

と
は
全
く
違
い
ま
し
た
︒
豪

雪
に
直
面
し
︑
た
と
え
雪
が

比
較
的
少
な
い
地
域
を
走
る

地
場
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ

っ
て
も
︑
雪
道
で
の
走
破
性

能
が
高
い
亀
甲
型
チ
ェ
ー
ン

を
装
備
す
る
必
要
性
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
﹂（
後
藤

社
長
）

　

ま
た
︑こ
れ
ま
で
と
同
様
︑

安
全
会
議
な
ど
の
場
を
通
じ

て
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
雪
道
へ
の
備
え
の
必
要
性

を
強
く
訴
え
て
い
く
と
し
て

い
る
︒

　

最
後
に
︑
雪
道
を
走
行
す

る
予
定
の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
︒

　
﹁
福
井
県
は
︑
石
川
県
や

富
山
県
な
ど
積
雪
の
多
い
エ

リ
ア
と
︑
近
畿
地
方
な
ど
積

雪
の
少
な
い
エ
リ
ア
の
境
界

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
普
段
雪

が
あ
ま
り
降
ら
な
い
地
域
か

ら
雪
の
多
い
石
川
や
富
山
︑

さ
ら
に
北
へ
向
か
う
ト
ラ
ッ

ク
が
︑
福
井
県
内
で
身
動
き

が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹃
福
井
ぐ
ら
い
な
ら
何
と
か

走
れ
る
だ
ろ
う
﹄
と
甘
い
考

え
を
も
っ
て
︑
雪
へ
の
備
え
が

不
十
分
な
ま
ま
走
行
す
る

と
︑
山
を
ひ
と
つ
越
え
た
だ

け
で
気
象
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
た
め
︑
結
果
的

に
福
井
県
内
で
の
車
両
の
立

ち
往
生
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ

ん
︒
私
た
ち
の
場
合
︑
気
温

が
３
度
以
下
に
な
っ
た
際
に

は
︑﹃
雪
道
や
凍
結
路
面
へ
の

危
機
感
﹄
に
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
︑
い
つ
も
以
上
に
慎
重
な

運
転
を
心
が
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
︒
特
に
︑
私
も
身

を
も
っ
て
体
験
し
た
と
お
り
︑

最
近
は
雪
の
降
り
方
が
こ
れ

ま
で
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
雪

に
対
す
る
油
断
は
禁
物
で

す
︒
雪
の
降
る
地
域
へ
乗
務

さ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に

は
︑
現
地
の
気
象
情
報
や
道

路
情
報
を
小
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
︑

﹃
想
定
外
の
大
雪
が
降
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
﹄
と
考

え
て
い
た
だ
き
︑
雪
道
へ
の

装
備
を
し
っ
か
り
と
整
え
た

上
で
の
走
行
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
春
江
貨
物
㈱

　

後
藤
隆
一
代
表
取
締
役

今年2月には福井市で最深積雪140cm超を記録。同社のトラックもタイヤの上まで雪に埋もれている

地
場
輸
送
の
車
両
に
亀
甲
型
チ
ェ
ー
ン
を
確
保

「
想
定
外
の
大
雪
」
へ
の
備
え
を
進
め
る

1
運
行
開
始
前
の
ポ
イ
ン
ト

① 

気
象
情
報
・
道
路
情
報
の

確
認

　

気
象
や
道
路
の
情
報
を
事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
︒
さ
ら
に
︑
運
行
地
域
で

例
年
初
雪
の
時
期
が
い
つ
頃

か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
︑

冬
用
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど

余
裕
を
も
っ
て
準
備
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

②
雪
道
走
行
の
必
需
品

　

図
１
で
紹
介
し
た
も
の
の
ほ

か
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
も
必
須
で

　
大
雪
に
よ
る
交
通
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
、

立
ち
往
生
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
周

辺
道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
、
迂
回
路
の

な
い
地
域
で
は
大
混
乱
を
来
し
ま
す
。
降

雪
地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ

し
い
雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、

「
雪
道
対
策
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
同
Ｄ

Ｖ
Ｄ
か
ら
、
雪
道
走
行
の
心
得
と
対
策

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
は
、
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
雪
道
へ
の
備
え
を

万
全
に
整
え
て
く
だ
さ
い
。

す
︒
冬
用
タ
イ
ヤ
は
大
き
く

分
け
て
︑﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
﹂
と
﹁
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
タ
イ
ヤ
﹂
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
︒
装
着
さ
れ
て
い
る
タ
イ

ヤ
を
確
認
し
︑
ど
の
よ
う
な

性
能
を
発
揮
す
る
タ
イ
ヤ
な

の
か
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
︒

2
出
発
時
の
ポ
イ
ン
ト

① 

出
発
時
に
は
燃
料
を
満
タ

ン
に

　

運
行
途
中
で
の
給
油
も
早

め
早
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
︒

　

雪
道
で
は
︑
普
通
の
道
路

と
比
べ
て
燃
料
消
費
が
早
く

な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
渋
滞
し

た
時
な
ど
で
も
冬
は
車
内
暖

房
の
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ

ぱ
な
し
に
な
り
ま
す
︒
も
し
︑

真
冬
の
寒
さ
の
中
で
ガ
ス
欠

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
︑
命

に
関
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
︒
で
す
か
ら
︑
冬
場
は
い
つ

も
よ
り
早
め
の
給
油
が
鉄
則

で
す
︒

3
運
行
途
中
の
ポ
イ
ン
ト

①
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着

　

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
に
は
︑﹁
シ

ン
グ
ル
チ
ェ
ー
ン
﹂﹁
ト
リ
プ

ル
チ
ェ
ー
ン
﹂
な
ど
の
分
類
が

あ
り
ま
す
︒ま
た
︑﹁
ス
チ
ー
ル

チ
ェ
ー
ン
﹂
や
﹁
ワ
イ
ヤ
ー
チ

ェ
ー
ン
﹂
な
ど
の
種
類
が
あ
り

ま
す
︒
走
行
シ
ー
ン
に
合
っ
た

チ
ェ
ー
ン
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
︒

　

装
着
場
所
が
ダ
ブ
ル
タ
イ

ヤ
の
場
合
︑
全
て
の
駆
動
軸

輪
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

す
る
の
が
理
想
で
す（
図
２
）︒

外
側
の
タ
イ
ヤ
の
み
に
装
着
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ク
タ
・
ト

レ
ー
ラ
の
場
合
︑
全
て
の
駆

動
軸
輪
と
ト
レ
ー
ラ
最
後
部

の
車
輪
に
装
着
し
ま
す
︒

②
車
間
距
離
を
取
っ
て
走
行

　

降
雪
時
は
︑
車
間
距
離
を

十
分
取
り
︑
心
と
時
間
に
ゆ

と
り
を
も
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
︒

③
地
吹
雪
時
の
走
行

　

走
行
中
に
強
い
地
吹
雪
が

発
生
し
た
ら
︑
慌
て
ず
︑
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
︑
す
ぐ
に

安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
︒

④ 

雪
道
で
ス
タ
ッ
ク
し
た
時
の

脱
出

　

タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
し
た

り
︑
新
雪
に
は
ま
っ
た
場
合
に

は
︑
ゆ
っ
く
り
と
車
を
前
後

に
動
か
し
て
タ
イ
ヤ
周
辺
の
雪

を
踏
み
固
め
な
が
ら
脱
出
し

ま
す
︒
ま
た
︑
タ
イ
ヤ
の
下

に
毛
布
を
敷
き
︑
ゆ
っ
く
り

と
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
脱
出

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
︒
さ

ら
に
︑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に

砂
を
詰
め
て
常
備
し
て
お
き
︑

ス
リ
ッ
プ
し
た
タ
イ
ヤ
の
下
と

外
周
に
砂
を
振
り
か
け
て
脱

出
す
る
方
法
も
良
い
で
し
ょ

う
︒

雪
道
走
行
の
心
得
と
対
策
ポ
イ
ン
ト

全ト協制作「雪道対策」ＤＶＤより

会社名	 春江貨物㈱
代表者	 後藤　隆一　代表取締役
本社	 福井県坂井市春江町江留中 35-5-1
資本金	 1,500 万円
従業員数	 76 人（うちドライバー 65 人）
車両台数	 67 台

会社概要

図２

駆動軸輪

図１
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▼
駅
構
内
の

売
店
に
寄
る

時
間
も
な

く
︑
ホ
ー
ム

の
自
販
機
で

購
入
し
た
﹁
レ
モ
ン
水
﹂︒
列
車
に
乗
り
空

席
を
見
つ
け
︑
カ
ラ
カ
ラ
の
喉
を
潤
す
た

め
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
る
と
︑
何
と
﹁
シ
ュ

ワ
ー
﹂
の
音
︒
レ
モ
ン
の
下
に
﹁
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
﹂
の
文
字
が
表
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
︒朝
か
ら
炭
酸
水
を
飲
む
は
め
に
︒﹁
え

っ
﹂
で
も
意
外
と
悪
く
な
い
︒
喉
越
し
ス

ッ
キ
リ
︒
最
後
に
ほ
の
か
な
甘
味
が
残
り

ま
し
た
︒
▼
１
７
６
９
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
が
︑

醸
造
場
で
水
に
二
酸
化
炭
素
が
溶
け
込
む

こ
と
を
発
見
し
︑
炭
酸
水
を
製
造
し
ま
し

た
︒
当
初
は
︑
友
人
に
配
る
程
度
で
し
た

が
︑
あ
ま
り
の
人
気
に
遂
に
﹁
炭
酸
水
﹂

を
商
品
化
し
た
と
こ
ろ
︑
生
産
が
間
に
合

わ
な
い
ほ
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
に
︒
瓢
箪
か
ら

駒
︒
偶
然
の
発
見
は
︑
意
外
と
身
近
な
と

こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
︒
現
代
で
は
︑
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
の

サ
イ
ダ
ー
の
ほ
か
に
︑
ご
当
地
の
特
色
を

活
か
し
た
様
々
な
サ
イ
ダ
ー
が
全
国
各
地

で
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
か
く
言
う

私
は
︑
と
あ
る
快
晴
の
土
曜
日
に
︑
三
ツ

矢
サ
イ
ダ
ー
を
片
手
に
上
野
公
園
内
を
散

歩
し
ま
し
た
︒
先
ず
は
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

の
あ
る
﹁
東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
園
﹂
に

入
り
ま
し
た
︒
通
常
１
回
の
入
場
料
が
大

人
１
人
６
０
０
円
で
す
が
︑
予
め
４
回
分

２
４
０
０
円
を
支
払
え
ば
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
が
購
入
で
き
て
︑
と
て
も
お
得
で
す
︒

園
内
に
は
約
３
５
０
種
・
２
５
０
０
超
の

動
物
な
ど
が
い
る
と
は
驚
き
で
す
︒
▼
人

気
者
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
（
納
得
の

一
番
人
気
）
や
︑
愛
嬌
の
あ
る
癒
し
の
カ

ピ
バ
ラ
（
不
思
議
な
可
愛
さ
）︑
じ
っ
と
獲

物
を
狙
う
﹁
動
か
な
い
鳥
﹂
ハ
シ
ビ
ロ
コ

ウ
（
私
も
真
似
し
た
い
）︑
自
身
と
体
型
が

ダ
ブ
る
カ
バ
（
私
の
反
面
教
師
）︑
東
園
か

ら
西
園
に
移
動
し
て
最
後
に
会
え
る
︑
私

の
好
き
な
上
か
ら
目
線
の
キ
リ
ン
（
羨
ま

し
い
限
り
）
な
ど
︑
様
々
な
動
物
を
見
て

し
ば
し
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
︒▼
そ
の
後
︑

公
園
内
の
﹁
国
立
西
洋
美
術
館
﹂
に
行
き
︑

﹁
ル
ー
ベ
ン
ス
展
︱
バ
ロ
ッ
ク
の
誕
生
﹂

を
見
ま
し
た
︒
ペ
ー
テ
ル
・
パ
ウ
ル
・
ル

ー
ベ
ン
ス
は
︑
17
世
紀
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
画
家
︒
童
話﹁
フ

ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
﹂
で
︑
少
年
ネ
ロ
が
無

実
の
罪
で
追
い
込
ま
れ
︑
辿
り
着
い
た
ベ

ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
聖
母
大
聖
堂

で
︑
精
魂
尽
き
果
て
愛
犬
の
パ
ト
ラ
ッ
シ

ュ
と
神
に
召
さ
れ
る
前
に
見
た
︑
あ
の
祭

壇
画
﹁
キ
リ
ス
ト
の
降
架
﹂
の
作
者
で
す
︒

▼
一
縷
の
望
み
を
託
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
終
選
考
に
残
っ
た
も
の
の
︑
孤
児

の
た
め
審
査
員
の
偏
見
に
よ
り
優
勝
を
逸

し
た
ネ
ロ
が
選
ん
だ
の
は
︑
差
別
の
な
い

未
知
の
世
界
へ
の
旅
立
ち
で
し
た
︒
▼
絵

画
展
を
見
て
庭
に
出
る
と
︑
オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
ロ
ダ
ン
の
﹁
考
え
る
人
﹂
の
巨
大
な

ブ
ロ
ン
ズ
像
と
対
峙
し
ま
し
た
︒
裸
で
岩

に
腰
掛
け
左
足
に
肘
を
つ
く
若
者
の
如

く
︑
世
の
不
条
理
に
対
し
物
思
い
に
耽
る

瞬
間
と
な
り
ま
し
た
︒
▼
明
治
維
新
後
に

新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
が
︑
全
国
で
熾
烈

な
戦
い
を
極
め
た
戊
辰
戦
争
の
戦
い
の
１

つ
︑
上
野
戦
争
に
よ
り
︑
焼
け
野
原
と
化

し
た
上
野
の
山
︒
当
初
は
医
学
校
と
病
院

建
設
予
定
だ
っ
た
政
府
構
想
か
ら
一
転
︑

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
博
士
の

尽
力
に
よ
り
国
指
定
第
１
号
の
公
園
に
な

り
ま
し
た
︒
今
や
芸
術
・
文
化
の
象
徴
と

し
て
休
日
と
も
な
る
と
日
本
人
に
限
ら

ず
︑
外
国
人
の
増
加
も
あ
り
大
勢
の
人
達

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
︒
▼
海
外
か
ら
日
本

に
来
る
著
名
な
絵
画
が
︑
国
内
で
初
め
に

展
示
さ
れ
る
際
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
﹁
上

野
の
森
﹂の
美
術
館
ヘ
向
か
う
人
の
波
に
︑

烏
合
の
衆
の
如
く
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
私

自
身
が
い
ま
し
た
！

 

（
山
崎
薫
）
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中島運輸機工株式会社
会社所在地	 島根県出雲市浜町 110 -1
資本金	 1,000 万円
設　立	 昭和 52 年 6月
従業員数	 72 人（うちドライバー32 人）
車両数	 36 台

　

中
島
運
輸
機
工
㈱
は
︑
島

根
県
出
雲
市
に
本
社
を
構
え

る
ほ
か
︑
営
業
拠
点
と
し
て

松
江
支
店（
島
根
県
松
江
市
）

と
宍
道
営
業
所
（
同
）
を
運

営
︒
出
雲
本
社
で
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
の
ほ
か
︑
ク
レ
ー
ン

業
務
も
行
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
こ
の
10

年
間
で
︑
大
腸
が
ん
や
脳
腫

瘍
を
患
っ
た
複
数
の
社
員
が

い
た
︒
そ
の
う
ち
︑
６
年
ほ

ど
前
に
大
腸
が
ん
に
な
っ
た

社
員
は
︑
職
場
の
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ス
で
あ
る
中
堅
社
員
だ

っ
た
た
め
︑
３
か
月
の
入
院

期
間
は
会
社
に
と
っ
て
も
痛

　

同
社
で
は
今
年
２
月
︑
島

根
県
と
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
島
根
支
部

が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
﹁
ヘ

ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
定

手
だ
っ
た
と
い
う
︒
同
社
で

は
同
社
員
の
入
院
に
よ
り
︑

﹁
社
員
が
健
康
で
な
い
と
︑

会
社
の
業
務
は
円
滑
に
回
ら

な
い
﹂
と
認
識
︒
社
員
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

同
社
が
ま
ず
手
始
め
に
取

り
組
ん
だ
の
は
︑
喫
煙
対
策

で
あ
っ
た
︒
以
前
は
︑
松
江

支
店
や
宍
道
営
業
所
の
休
憩

室
で
は
喫
煙
が
可
能
で
あ
っ

た
が
︑
休
憩
室
を
禁
煙
に
定

め
た
︒
ま
た
︑
禁
煙
に
取
り

組
む
社
員
へ
の
対
応
に
も
注

力
︒﹁
た
ば
こ
を
止
め
た
い
﹂

と
相
談
し
て
き
た
社
員
に
対

制
度
﹂
健
康
宣
言
に
エ
ン
ト

リ
ー
を
行
い
︑﹁
健
康
宣
言

事
業
所
﹂
と
な
っ
た
︒
健
康

事
業
所
宣
言
を
行
っ
た
会
社

は
︑﹁
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
︑

心
身
と
も
に
健
康
で
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
会
社
﹂

を
目
指
し
て
︑
①
健
診
・
重

症
化
防
止
︑
②
健
康
管
理
・

安
全
衛
生
︑
③
喫
煙
対
策
︑

④
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
︱

︱
の
４
項
目
に
つ
い
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
︒

　

同
社
で
は
同
宣
言
以
降
︑

社
員
同
士
が
健
康
に
つ
い
て

し
て
︑
禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

受
講
を
促
す
な
ど
の
対
応
を

行
っ
た
ほ
か
︑
喫
煙
す
る
社

員
に
対
し
て
定
期
的
に
声
が

け
を
行
い
︑
禁
煙
を
奨
め
る

よ
う
に
し
た
︒

　

禁
煙
へ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
当
初
は
︑
喫
煙
者
の
中

か
ら
不
満
の
声
が
上
が
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
︒し
か
し
︑

﹁
た
ば
こ
の
副
流
煙
に
よ
る

受
動
喫
煙
で
︑
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
周
り
の
人
に
迷
惑
が

か
か
る
﹂﹁
た
ば
こ
は
肺
が
ん

の
原
因
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
︑
老
化
も
促
進
さ
れ
て
し

ま
う
﹂
な
ど
と
喫
煙
者
へ
の

働
き
か
け
を
継
続
し
た
結

果
︑
徐
々
に
禁
煙
に
賛
同
す

る
社
員
も
増
え
て
い
っ
た
︒

ま
た
︑
喫
煙
者
も
他
の
人
の

迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
な
場

所
で
喫
煙
す
る
よ
う
に
な
る

な
ど
︑
喫
煙
に
関
す
る
周
り

の
人
へ
の
気
遣
い
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
対
策
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

３
年
ほ
ど
前
︑
あ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
が
﹁
ど
う
も
体
調
が

お
か
し
い
﹂
と
会
社
に
相
談

し
て
き
た
︒
同
社
員
に
話
を

聞
く
と
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
自
覚
症
状

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
︑
同

社
で
は
早
速
受
診
を
指
示
︒

そ
の
結
果
︑
同
社
員
は
Ｓ
Ａ

Ｓ
と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
︒

同
社
員
は
︑
以
前
は
長
距
離

運
行
を
担
当
し
て
い
た
が
︑

Ｓ
Ａ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
地
場
輸
送
に
担
当

替
え
を
す
る
と
と
も
に
︑
病

院
で
の
治
療
を
続
け
て
い
る
︒

　
﹁
自
分
で
な
か
な
か
気
付

く
こ
と
の
で
き
な
い
Ｓ
Ａ
Ｓ

は
︑
適
切
な
治
療
を
怠
る
と

命
に
関
わ
る
病
気
で
す
︒
当

社
で
は
40
代
～
50
代
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
多
い
た
め
︑
少
し

で
も
疑
い
の
あ
る
場
合
は
医

療
機
関
で
の
受
診
を
促
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
﹂（
黒
川

清
明
専
務
取
締
役
）

話
し
合
う
機
会
が
増
え
た
と

い
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
今
年
︑﹃
健
康

宣
言
事
業
所
﹄
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
後
︑
徐
々
に
社
員
の
健

康
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
︒
し
か
し
︑
健
康
に
対
す

る
危
機
意
識
は
決
し
て
ま
だ

高
く
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
す
︒
社
員
に
対
し
︑
時
に

応
じ
て
健
康
に
関
す
る
話
を

し
て
い
く
こ
と
で
︑
社
員
の

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
﹂（
中
島
亮
代
表
取

締
役
）

　

同
社
で
は
新
年
に
全
社
員

を
集
め
︑
会
長
や
社
長
が
社

員
に
対
し
て
訓
示
を
述
べ
て

い
る
︒
そ
の
訓
示
の
中
で
︑

近
年
は﹁
喫
煙
﹂や﹁
飲
酒
﹂︑

ま
た
﹁
睡
眠
不
足
﹂
な
ど
健

康
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に

も
触
れ
る
よ
う
に
し
て

お
り
︑
新
春
を
機
に
１

年
間
し
っ
か
り
と
全
社

員
に
健
康
管
理
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
と
い
う
︒

　

併
せ
て
︑
協
会
け
ん

ぽ
制
作
の
ポ
ス
タ
ー
の

　

と
こ
ろ
で
︑
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
た
め
に
は
︑
定

期
的
に
運
動
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
︒
同
社
で
は
︑

運
動
に
関
す
る
取
り
組
み
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
社
内
活
動
の

一
環
と
し
て
部
活
動
を
実
施
︒

現
在
は
︑﹁
陸
上
部
﹂﹁
野
球

部
﹂が
活
動
を
行
っ
て
い
る
︒

　

陸
上
部
に
所
属
し
て
い
る

の
は
︑
川
島
督
司
さ
ん
で
あ

る
︒
川
島
さ
ん
は
︑
高
等
学

校
時
代
か
ら
陸
上
競
技
を
行

っ
て
い
た
が
︑
20
代
に
な
っ
て

か
ら
陸
上
競
技
の
練
習
に
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
取
り

入
れ
︑
30
代
か
ら
は
本
格
的

に
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

を
始
め
た
︒
こ
れ
は
︑﹁
ス
ク

ワ
ッ
ト
﹂﹁
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
﹂﹁
デ

ッ
ド
リ
フ
ト
﹂
の
３
種
目
で

合
計
挙
上
重
量
を
競
う
競
技

で
あ
る
︒
川
島
さ
ん
は
め
き

め
き
と
実
力
を
付
け
︑
平
成

29
年
９
月
の
国
内
大
会
で
優

勝
︒
今
年
７
月
に
は
︑
香
港

で
行
わ
れ
た
国
際
大
会
に
出

場
し
︑
ア
ジ
ア
新
記
録
で
優

勝
を
果
た
し
た
︒

　

川
島
さ
ん
の
功
績
は
地
元

紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
︑﹁
ス
ポ
ー
ツ
競
技

を
通
じ
て
輝
い
て
い
る
﹂
川

島
さ
ん
の
活
躍
ぶ
り
は
︑
他

の
社
員
に
も
良
い
影
響
を
与

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

　

一
方
︑
野
球
部
は
20
年
ほ

ど
前
か
ら
活
動
を
続
け
て
お

掲
示
や
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

回
覧
な
ど
も
行
い
︑
社
員
の

健
康
管
理
へ
の
理
解
を
深
め

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

健
康
管
理
に
関
す
る
日
々

の
取
り
組
み
と
し
て
は
︑
毎

り
︑
現
在
は
20
人
ほ
ど
の
社

員
が
所
属
︒
同
業
他
社
や
取

引
先
の
チ
ー
ム
と
︑年
に
３
︑

４
回
ほ
ど
球
場
を
借
り
て
大

会
を
行
っ
て
い
る
︒
そ
の
た

め
︑
同
大
会
前
に
は
仕
事
の

合
間
を
み
な
が
ら
練
習
を
重

日
の
点
呼
に
力
を
入
れ
て
い

る
︒
点
呼
で
は
︑
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェッ
ク
の
実
施
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
︑
対
面
点
呼
に
よ

り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
顔
色
を
確

か
め
る
ほ
か
︑
前
日
や
当
日

の
食
事
の
内
容
︑
ま
た
睡
眠

の
状
況
な
ど
細
か
く
確
認
︒

い
つ
も
と
違
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
︑
医
療
機
関
な
ど

へ
の
受
診
を
促
す
よ
う
に
し

て
い
る
︒

ね
て
い
る
と
い
う
︒

　

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か

す
こ
と
で
︑
運
動
不
足
が
解

消
さ
れ
︑
生
活
習
慣
病
予
防

に
も
繋
が
っ
て
く
る
︒
同
社

と
し
て
も
︑
今
後
も
部
活
動

を
通
じ
て
の
運
動
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
し
て

い
る
︒

　
﹁
日
々
仕
事
を
し
て
い
く

中
で
︑﹃
夕
べ
よ
く
眠
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
﹄﹃
食
欲
が

あ
ま
り
な
い
﹄
な
ど
︑
日
常

の
中
で
の
些
細
な
変
化
を
感

じ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
そ

れ
が
病
気
に
直
結
す
る
も
の

な
の
か
ど
う
か
ま
で
意
識
し

て
い
る
人
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
は
︑﹃
健
康
で
い
て
く
れ
な

い
と
︑
事
故
の
起
こ
る
可
能

性
が
高
ま
る
﹄
と
説
明
し
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
の
変
化

で
も
決
し
て
軽
視
す
る
の
で

は
な
く
︑
点
呼
な
ど
を
通
じ

て
報
告
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
︒
本
人
の
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
周
り
が
早
く
気
付

い
て
あ
げ
る
こ
と
で
︑
病
気

の
早
期
発
見
・
重
症
化
防
止

に
繋
が
っ
て
き
ま
す
﹂（
同
）

❖
中
堅
社
員
の
入
院
を
機
に
健
康
対
策
を
開
始

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
対
策
に
も
力
を
注
ぐ

❖
社
員
が
健
康
管
理
を
心
に
誓
う「
新
年
の
訓
示
」

毎
日
の
点
呼
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
調
を
確
認

❖
課
題
と
な
る
Ｃ
・
Ｄ
判
定
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

衛
生
管
理
者
の
き
め
細
や
か
な
説
明
で
重
症
化
を
防
ぐ

第
11
回  

中
島
運
輸
機
工
株
式
会
社（
島
根
県
出
雲
市
）

　
従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
づ
く
り
は
、
会
社
の
事
業
を
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重
要
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
の
健
康
を

巡
る
状
況
を
み
る
と
、
近
年
我
が
国
に

お
い
て
過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
職
場

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
、

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
企
画
で
は
「
健
康
職
場

づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
島
根
県
出
雲
市
の
中
島
運

輸
機
工
株
式
会
社
（
中
島
亮
代
表
取
締

役
）
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

病
気
を
「
他
人
事
」
と
し
て
捉
え
な
い
た
め
に

衛
生
管
理
者
が
社
員
の
健
康
状
態
を
把
握
し
助
言

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

❖
社
内
か
ら
国
際
大
会
優
勝
者
を
輩
出

運
動
不
足
解
消
に
繋
が
る
社
内
の
「
部
活
動
」

中島　亮
代表取締役

黒川　清明
専務取締役

　

さ
て
︑
健
康
診
断
は
︑
た

だ
社
員
を
受
診
さ
せ
れ
ば
そ

れ
で
済
む
と
い
う
も
の
で
は

な
い
︒
健
診
受
診
後
に
は
各

個
人
の
受
診
結
果
を
確
認

し
︑
必
要
な
社
員
に
対
し
て

治
療
を
促
す
な
ど
と
い
っ
た

定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
︑
社

員
の
健
康
管
理
に
は
欠
か
せ

な
い
︒

　

受
診
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ

い
て
同
社
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
︑﹁
40
歳
以
上
の
︑

Ｃ
判
定
（
要
経
過
観
察
）・

Ｄ
判
定
（
要
治
療
）
の
項
目

が
あ
る
社
員
を
ど
う
ケ
ア
し

て
い
く
か
﹂
と
い
う
こ
と
だ

と
い
う
︒
こ
の
世
代
の
社
員

は
︑
業
務
の
中
核
を
担
う
中

堅
社
員
で
あ
る
た
め
︑
治
療

の
た
め
に
会
社
を
休
ん
だ
場

合
に
は
業
務
に
与
え
る
影
響

が
大
き
く
な
る
︒
一
方
で
︑

こ
う
し
た
社
員
の
中
に
は
健

康
管
理
へ
の
理
解
が
不
十
分

な
者
も
お
り
︑
治
療
を
受
け

る
必
要
性
を
感
じ
な
い
ま
ま

仕
事
に
精
を
出
し
︑
そ
の
結

果
︑
治
療
が
行
わ
れ
ず
に
重

症
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
︒

　

Ｃ
判
定
・
Ｄ
判
定
の
項
目

が
あ
る
社
員
の
健
康
を
管
理

し
︑
健
康
状
態
の
改
善
に
繋

げ
て
い
く
た
め
に
は
︑
各
個

人
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
適

切
に
把
握
し
︑
当
該
社
員
に

対
し
て
産
業
医
や
保
健
師
な

ど
の
専
門
家
が
定
期
的
に
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
︒
し
か
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

う
仕
事
柄
︑
専
門
家
と
の
個

人
面
談
の
た
め
に
勤
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
難
し
く
︑
結
果
と
し
て
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
決
し
て
少
な
く
な
い
︒

　

そ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
べ

く
︑同
社
で
は
︑社
内
に
﹁
衛

生
管
理
者
﹂
を
配
置
し
て
い

る
（
別
項
参
照
）︒

　

同
社
で
は
︑
黒
川
専
務
が

講
習
を
受
け
︑
衛
生
管
理
者

資
格
（
第
一
種
）
を
取
得
︒

必
要
に
応
じ
︑
社
員
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
衛
生
管
理
者
資
格
を
取

得
し
た
こ
と
で
︑
受
診
結
果

の
デ
ー
タ
を
分
析
し
︑
社
員

の
健
康
管
理
を
効
果
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒
受
診
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
の
当
該
社
員
へ

の
き
め
細
や
か
な
現
状
説
明

は
︑
産
業
医
や
保
健
師
な
ど

の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
難
し

い
面
が
あ
り
ま
す
︒
健
康
に

関
す
る
現
状
に
つ
い
て
当
該

社
員
に
詳
細
に
説
明
を
行
わ

ず
︑
再
受
診
・
治
療
の
必
要

性
を
理
解
さ
せ
な
い
ま
ま
︑

た
だ
﹃
Ｃ
判
定
や
Ｄ
判
定
が

出
た
か
ら
病
院
に
行
っ
て
こ

い
﹄
と
会
社
の
経
営
者
が
受

診
を
促
す
だ
け
で
は
︑
再
受

診
や
治
療
を
受
け
る
必
要
性

を
感
じ
な
い
社
員
も
出
て
き

か
ね
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
個

人
面
談
の
た
め
に
︑
勤
務
が

不
規
則
に
な
り
が
ち
な
ド
ラ

イ
バ
ー
と
専
門
家
の
都
合
を

合
わ
せ
る
の
も
な
か
な
か
大

変
な
部
分
が
あ
り
ま
す
︒
個

人
面
談
の
役
割
を
社
内
の
衛

生
管
理
者
が
担
う
こ
と
で
︑

当
該
社
員
の
健
康
状
態
を
逐

一
把
握
し
︑
そ
れ
に
応
じ
て

的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
﹂（
黒
川
専
務
）

　

最
後
に
︑
衛
生
管
理
者
の

立
場
か
ら
み
た
今
後
の
同
社

に
お
け
る
健
康
管
理
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
︑
黒
川
専

務
に
聞
い
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
様
々
な
健

康
管
理
へ
の
取
り
組
み
を
背

景
に
︑
病
気
の
怖
さ
や
健
康

管
理
の
大
切
さ
を
理
解
す
る

社
員
が
徐
々
に
増
え
て
き
ま

し
た
︒
し
か
し
︑
病
気
に
な

っ
て
通
院
・
治
療
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
社
員
が
周
り

に
い
て
も
︑
自
分
が
そ
の
当

事
者
で
な
け
れ
ば
ど
う
し
て

も
病
気
へ
の
実
感
が
弱
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
病
気
を

﹃
他
人
事
﹄
と
し
て
捉
え
て

し
ま
う
こ
と
で
︑
自
身
の
健

康
管
理
が
お
ざ
な
り
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
︒
衛
生
管

理
者
と
し
て
は
︑
当
社
に
お

け
る
過
去
の
社
員
の
闘
病
経

験
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
︑

こ
れ
か
ら
も
根
気
強
く
︑﹃
健

康
管
理
の
必
要
性
﹄
を
全
て

の
社
員
に
伝
え
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
中
島
運
輸
機

工
㈱　

中
島
亮
代
表
取
締

役
、
黒
川
清
明
専
務
取
締
役

衛生管理者とは？コラム
　衛生管理者は、社内における労働条件・労働環境の衛生的改善と、疾病の予
防措置等を担当し、事業場の衛生全般の管理を行う。
　一定規模以上（常時使用する労働者数が 50 人以上）の事業場では、衛生管
理者の選任が義務付けられている。今回紹介している中島運輸機工㈱では、各事
業場で常時使用されている労働者が 50 人未満であり、衛生管理者の選任が義務

付けられる規模には達していないため、衛生管理者の選任は任意となっている。
　なお、衛生管理者には「第一種衛生管理者免許を有する者」、「第二種衛生管
理者免許を有する者」、「衛生工学衛生管理者免許を有する者」の区分があるが、
運送業においては「第一種衛生管理者免許」もしくは「衛生工学衛生管理者免
許を有する者」、または「労働安全衛生規則 10 条各号に掲げる者（医師、歯科
医師、労働衛生コンサルタント等）」を衛生管理者として選任する必要がある。

新
年
に
行
わ
れ
る
訓
示
の
中
で

も
、
健
康
管
理
に
関
す
る
話
を
行

う
よ
う
に
し
た

事
務
所
壁
面
に
貼
ら
れ
た
「
健
康
事
業
所
宣
言

の
証
」

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
国
際
大
会

に
出
場
し
た
川
島
さ
ん（
後
列
左
か
ら

２
人
目
）


